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１． はじめに 

TgAnestをご使用になる前に、本書を必ずお読みください。 

また、いつでも参照できるように大切に保管してください。 

 

本書はソフトウェアリファレンスマニュアルです。TgAnestの使用方法および各ウィンドウについて説

明がされています。本リファレンスマニュアルをよくお読みいただき、記載内容に従って正しくご使用く

ださい。 

 

 

 

２． おことわり 

・ 本リファレンスマニュアルの内容は改良の為、予告なしに変更することがあります。 

・ 本リファレンスマニュアルの内容は作成にあたり万全を期しておりますが、万一誤りや記載もれなど

が発見されましても、ただちに修正できないことがあります。 

・ 本リファレンスマニュアルの著作権は、ミネベアミツミ株式会社が所有しています。当社の許可無く

内容の一部、または全部を転載、複製することはできません。 

 

 

 

３． 注意事項 

・ 本ソフトウェアは、試験機本体と組み合わせて使用するものです。操作するためには必ず試験機本体

の取扱説明書もお読みください。 

・ 試験条件設定の誤りにより、試験機本体が誤動作した場合は、試験機本体のEMERGENCY（非常停

止）スイッチを押してください。 

・ 本ソフトウェアから試験機の停止を促すメッセージが表示された場合は、その指示に従ってください。 

・ 試験力制御、クリープ制御（PI使用）、試験力ホールド機能（PI使用）をご使用になる場合、比例係

数、積分係数の設定が必要になります。適正な値が設定されていない場合、予期せぬ試験速度でクロ

スヘッドが動作します。ロードセル破損、試験片の破損等に十分注意してください。 

試験機が異常な動作をしたときは、すぐに試験機本体のEMERGENCY（非常停止）スイッチを押し

てください。 
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４． ソフトウェアの許諾範囲 

本ソフトウェアとは対象ソフトウェア（TgAnestソフトウェア、付属データ）、および図書（取扱説明

書などの文書）をいいます。 

・ 本ソフトウェアは指定の試験機１台においてのみ使用可能です。 

・ 本ソフトウェアの全ての権利を譲渡する場合、複製物を保有することはできません。また、本ソフト

ウェアの一切（すべての構成部分、媒体、図書）を譲渡し、かつ譲渡人が本許諾範囲の条項に同意す

ることを条件とします。 

・ 本ソフトウェアがバージョンアップしたものである場合、譲渡は本ソフトウェアの前バージョンもす

べて含まなければなりません。 

・ 本ソフトウェアの全て、または一部を賃貸、リース、複製、改造、修正、リバースエンジニアリング、

逆コンパイル、逆アセンブルすることはできません。 

また、第三者にこのような行為をさせることもできません。 

 

 

５． 動作対象機器 
パーソナルコンピュータ  

OS Windows® 10、Windows® 11 

CPU 
Intel® Pentium®(Dual Core または Single Core) プロセッサ

クロック速度 2 GHz 以上 

最小稼動メモリ 
Windows® 10：2GB 以上 

Windows® 11：8GB 以上 

ハードディスク 空き容量 1 GB 以上 

CD-ROM ドライブ DVD ドライブでも可。 

未使用のUSBポート 

TGE、TGI、TG の試験機ではUSB ケーブルで通信を行う場合に

1 つ必要となります 

TGJ の試験機では必須となります。 

試験機に接続されている通信ケーブルが RS-232C ケーブルの場

合、次のUSB変換アダプタが必須となります。 

USB 変換アダプタ：アイ・オー・データ社製 USB-RSAQ*R  

未使用のPCI スロット 

最大２つ。 

（試験機で LEE 型変位計や外部入力機能を使用する場合に必要と

なります。） 

カウンタボード（LEE 型変位計使用時）：  

コンテック社製 CNT-3208M-PE（PCI Express） 

アナログ入力ボード（外部入力機能使用時） 

コンテック社製AIO-160802L-LPE（PCI Express） 

最小解像度 1 280×768 以上 

.NET Framework 4.6.2 以上 

 

※全てのパーソナルコンピュータで動作を保証するものではありません。 



 

 3

６． 本マニュアルの構成 

本マニュアルは下記の章から構成されています。 

【１～６章】 

 本ソフトウェアをご使用になる前に一度お読みいただきたいことについて記述されています。 

【７～８章】 

 本ソフトウェアの起動から試験を行う前の設定について紹介します。 

【９～１４章】 

 試験を実施する為の手順について説明します。 

【１５～２３章】 

 各画面について詳細な説明をします。 

【２４～3５章】 

 試験結果を開くところから、再解析、ファイル出力方法などレポートについて説明します。 

【３６章】 

 カメラ伸び計について説明します。 

【３９章】 

 本ソフトウェアの使用中に困ったことがあった場合、お問合せの前にご確認いただく内容が紹介され 

ています。 
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７． ソフトウェアの起動 

 

 

デスクトップ上のアイコン[TgAnest]をダブルクリックします。 

または、 

Windowsの「スタート」をクリックし、「すべてのプログラム」⇒「MinebeaMitsumi」⇒「TgAnest」

を選択します。 

 

初回起動時のみ[試験機型式設定]が表示されます。 

※ １つもライセンスキーが入力されていない場合は、初回起動時以外でも表示されます。 

※ 試験機型式が複数登録されている場合は、起動時に毎回表示されます。 

 

 

使用する試験機の型式を設定してください。 

 

初回起動時のみ[ライセンス登録]が表示されます。 

※ １つもライセンスキーが入力されていない場合は、初回起動時以外でも表示されます。 
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ライセンス入力欄にご購入いただいた試験モードのライセンスキーを入力してください。 

複数の試験モードをご購入いただいた場合は、すべての試験モードのライセンス入力欄にそれぞれのライ

センスキーを入力してください。 

 ライセンスキーはCDケースの裏面にあります。 

 

誤って「キャンセル」ボタンを押した場合、本ソフトウェアを再起動し、再度ライセンスキーを入力して

ください。入力方法は下記を参照してください。 

 参照：『８-３-10. ライセンス』
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TgAnestが起動し、[メインメニュー]を表示します。 

 

 

試験機本体との通信が確立できない場合は、次のメッセージが表示されます。 

 

 

【試験機本体と通信をしないでソフトウェアを起動する場合】 

 通信を接続せずに、ソフトウェアを起動する場合は、「いいえ」ボタンを押してください。 

 次のメッセージが表示されます。 
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  「OK」ボタンを押すと、オフラインモードにて[メインメニュー]が表示されます。 

 ※ 試験機本体と通信が必要になる場合は、ソフトウェアを再起動してください。 

 

【試験機本体と通信をしながらソフトウェアを起動する場合】 

 通信ケーブルの接続を確認し、「はい」ボタンを押してください。 

 通信が確立されると[メインメニュー]が表示されます。 

 再確認でも通信が確立しない場合は、次のメッセージが表示されます。 

 

 「OK」ボタンを押すと、強制的にオフラインモードで[メインメニュー]を表示します。 

 ※ 試験機本体と通信が必要になる場合は、ソフトウェアを再起動してください。 
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８． 環境設定を行う 

[メインメニュー]を表示して、「環境設定」ボタンを押します。 

環境設定は本ソフトウェアを最初に起動したときに設定します。 

その後は、オプション品の追加等があった場合など必要に応じて設定を変更してください。 

 

 

[環境設定]が表示されます。 

 

クリック 
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８-１． 試験機、PC 設定 

   「試験機、PC設定」タブをクリックします。 

    

 

８-１-１． 試験機 

（１） 型式 

本ソフトウェアを使って操作する試験機本体の型式を表示します。 

「追加/削除」ボタンを押すと、[試験機型式 追加/削除]が表示されます。 

       

使用する試験機の型式を選択してください。 

複数選択した場合は操作する試験機の型式を設定するため、起動時に[試験機型式設定]を表

示します。 

（２） 容量 

 本ソフトウェアを使って操作する試験機本体の容量を設定します。 

 例）本体の型式がTGI-10ｋNの場合、容量には“１０ｋN”を設定します。 

クリック 
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（３） 種類 

 本ソフトウェアを使って操作する試験機本体の種類を設定します。 

 通常型、上引張型の何れかから選択します。 

（４） 試験力特殊表示 

試験機本体の荷重単位切換えの設定（F-051）と同じ設定値を設定します。 

試験機本体の設定と異なる場合、試験機またはロードセルの破損につながる可能性がありま

すので注意してください。 

試験力特殊表示 説明 

通常表示 試験機本体のF-051の設定値が「0」の場合設定します。

特殊表示 試験機本体のF-051の設定値が「１」の場合設定します。

TGE、TGIの場合は表示されません。 

 

８-１-２． PC（通信条件設定） 

（１） ポート番号 

試験機と接続されているCOMポートを設定します。 

【ポート自動設定機能】 

試験機本体と接続されているCOMポートと異なるポートが設定されていた場合、自動で

試験機本体と接続しているポートを検索します。ポートが見つかった場合は、接続を確立

し、そのポート番号に設定を切替ます。 

（２） データビット長 

8固定となります。変更はできません。 

（３） ボーレート 

試験機本体で設定されているボーレートを設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-５． ボーレート』 
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８-２． オプション品設定 

   「オプション品設定」タブをクリックします。 

     

 

８-２-１． デジタルノギス 

   デジタルノギスとは、測定した寸法を数値で表示するノギスです。 

   デジタルノギスには、RS-232C通信ができるものがあります。 

RS-232C通信を使用し、測定した寸法をTgAnestに取込む場合、デジタルノギスが接続されて

いるCOMポートを設定してください。 

Mitutoyo製 IT-007Rのみ使用可能です。 

   デジタルノギスを使用しない場合は、“無効”を設定してください。 

 

８-２-２． 原点検出 

   原点検出ジグを使用し、絶対的な変位で試験を行う為の機能です。 

（１） 原点検出 

 原点検出ジグを使用して原点検出を行う場合、“有効”を設定します。 

 原点検出機能を使用しない場合は、“無効”を設定してください。 

（２） ジグ高さ 

 原点検出用ジグの高さを設定します。 

 原点検出機能は、ジグ高さが基準となりますので正しく入力してください。 

※原点検出ジグに付属する“引張圧縮試験機原点検出ジグ成績書”に記載の高さの値を設定

してください。 

クリック 
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８-２-３． LEE（長尺伸び計） 

LEEを使用する場合に必要となる補正値を設定します。 

※ この値はLEEご購入時の成績書に記載されます。 

（１） 上エンコーダパルス定数 

上側のエンコーダに対する補正値となります。 

（２） 下エンコーダパルス定数 

下側のエンコーダに対する補正値となります。 

（３） カウンタボード設定 

使用しているカウンタボードのデバイス名を入力します。 

デバイス名の確認方法は、カウンタボードの取扱説明書を参照してください。 

 

８-２-４． 外部入力 

アナログ入力機能を使用する場合に必要となる設定です。 

（１） フィルタ設定値 

移動平均の回数を設定します。 

（２） ADボード設定 

使用しているアナログ入力ボードのデバイス名を入力します。 

デバイス名の確認方法は、アナログ入力ボードの取扱説明書を参照してください。 
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８-３． データ処理ソフト設定 

  「データ処理ソフト設定」タブをクリックします。 

    

 

８-３-１． 実行キー 

（１） 実行キー 

  実行キーの有効、無効の設定をします。 

実行キーを“有効”にした場合、クイックスタートの登録や削除、試験条件やレポートフ 

ァイルの削除、試験条件の編集、レポートの上書き保存時に実行キーの入力を求められます。

入力が不正の場合は、上記操作を行えません。 

（２） 「実行キー入力」 

 「実行キー入力」ボタンを押すと、[実行キー設定]が表示されます。 

  

クリック 
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実行キーを半角英数４桁以上１６桁以内で設定し、「OK」ボタンを押すと実行キーが設定

されます。（初期値は0000となります。） 

 「キャンセル」を押すと、入力した実行キーは無効となります。 

 実行キーを忘れてしまった場合は、本画面からもう一度実行キーを設定することにより、実

行キーを再発行することができます。 

（３） ユーザー管理のみ有効 

実行キーが有効の場合は、ユーザー管理の「登録」ボタン押下時のみに実行キー入力画面を 

表示します。 

 

８-３-２． 言語 

   本ソフトウェアの表示を日本語表記にするか英語表記にするかを設定します。 

   Japanese ：日本語表記 

   English  ：英語表記 

   

   設定を変更した場合、次のメッセージが表示されます。 

    

   

言語設定の内容を反映するには、必ず本ソフトウェアの再起動が必要です。 

再起動するまでは、変更前の設定が有効となります。 

注意：各言語で作成した試験条件やレポートファイルは作成時に設定した言語でのみ有効となり

ます。 

 

８-３-３． 重力加速度 

本ソフトウェアの中で、SI単位からMKS単位への換算、MKS単位からSI単位への換算を行うとき

に、ここで設定した重力加速度値を使用します。 

 

８-３-４． マーカ情報生データ出力 

   マーカ点情報の生データ出力有無を設定します。 
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８-３-５． 破断伸び入力デフォルト単位 

解析項目の“破断伸び”の値を入力する画面で、初期表示する単位を設定します。 

参照：『19-8．破断伸びを入力』 

 

８-３-６． レポート自動保存機能 

試験開始時、試験終了時にレポートファイルを自動的に保存するか否かを選択します。 

ONにした場合、試験開始時にレポートファイル名および保存先を決定します。 

 

８-３-７． 旧型式データフォーマット 

弊社製品の旧データ処理ソフトウェア（SRシリーズの型式）で出力した生データファイル（拡張

子が.S1Tのファイル）をTgAnestで読込み、利用することができます。 

SRシリーズは型式やバージョンにより異なる形式で生データ出力されていますので、TgAnestで

読込める形式に変換する必要があります。 

その変換情報を“旧型式データフォーマット”の機能で作成します。 

参照：『３３．旧型式データフォーマットを作成する』 

 

８-３-８． ユーザー管理 

ログインユーザーの登録をします。 

起動時にユーザー選択画面を表示しログインユーザーを選択します。 

参照：『３４．ユーザー毎の試験条件やレポートを参照する』 
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８-３-９． バージョン情報 

   「表示」ボタンを押すと、[Version]が表示されます。 

     

    お問合せの際は、この画面でソフトウェアの型式とバージョンを確認し、弊社担当者にお伝え 

ください。 
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８-３-１０． ライセンス 

   本ソフトウェアのライセンスキーを入力します。 

   「登録」ボタンを押すと、[ライセンス登録]が表示されます。 

     

   

   ライセンス入力欄にご購入いただいた試験モードのライセンスキーを入力してください。 

   複数の試験モードをご購入いただいた場合は、すべての試験モードのライセンス入力欄に 

   それぞれのライセンスキーを入力してください。 

 

   ライセンスキーはCDケースの裏面にあります。 
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９． メインメニュー 

本ソフトウェアは、[メインメニュー]から全ての操作を開始します。 

 

[メインメニュー]には、「試験開始」、「新規条件作成」、「試験条件編集」、「レポート」、「環境設

定」、「終了」ボタンと、クイックスタート一覧表で構成されています。 

 

９-１． 「試験開始」ボタン 

   既存の試験条件ファイルで試験を開始する場合、「試験開始」ボタンを押します。 

   [試験条件一覧]が表示されます。 

   参照：『１２．既存の試験条件で試験を実施する』 

 

９-２． 「新規条件作成」ボタン 

   新規に試験条件を作成する場合、「新規条件作成」ボタンを押します。 

   [試験条件作成]が表示されます。 

   参照：『１０．新しく試験条件を作成する』 

 

９-３． 「試験条件編集」ボタン 

   既存の試験条件ファイルを編集する場合、「試験条件編集」ボタンを押します。 

   [試験条件一覧]が表示されます。 

   参照：『１１．既存の試験条件を編集する』 

クイックスタート一覧 
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９-４． 「レポート」ボタン 

   試験した結果の閲覧や、結果の再解析、印刷などを行いたい場合、「レポート」ボタンを押しま 

す。 

   [レポート一覧]が表示されます。 

   参照：『２５．試験結果を開く（レポート）』 

 

９-５． 「環境設定」ボタン 

オプション品の設定、バージョン情報の確認などを行いたい場合、「環境設定」ボタンを押します。 

   [環境設定]が表示されます。 

   参照：『８．環境設定を行う』 

 

９-６． 「終了」ボタン 

   本ソフトウェアを終了します。 

 

９-７． クイックスタート 

   クイックスタートへの試験条件登録や削除、また既にクイックスタートに登録済みの試験を実施 

する場合に使用します。 

   【クイックスタートへ登録する場合】 

    [試験条件一覧]が表示されます。 

   参照：『１３．クイックスタートの登録と削除』 

 

   【クイックスタートから試験を実施する場合】 

    [クイックスタート]が表示されます。 

   参照：『１４．クイックスタートから試験を実施する』 

 

  



 

 20

１０． 新しく試験条件を作成する 

新しく試験条件を作成する場合の操作の流れを説明します。 

 

①  [メインメニュー]を表示して、「新規条件作成」ボタンを押します。 

 

 

②  「新規条件作成」ボタンを押すと、[試験条件作成画面]が表示されます。 

 

設定したい「条件項目」をクリックし、表示される画面の項目をそれぞれ設定します。 

クリック 

設定したい 

条件項目をクリック 

表示画面の各項目の 

設定をします 
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 試験モードでは、下記の試験を行うことができます。 

試験モード 試験種類 

シングル 引張、圧縮、３点曲げ、４点曲げ、ピール、たわみ補正 

サイクル 引張、圧縮、３点曲げ、４点曲げ 

コントロール 引張、圧縮、３点曲げ、４点曲げ、たわみ補正 

 ※試験モードはライセンス登録で行われたモードのみ表示されます。 

 

 ③ 設定後、 

  ・設定した条件を保存したい場合「条件保存」ボタンを押します。 

   試験条件保存後、次のメッセージが表示されます。 

    

   「OK」：保存した条件で試験画面である[メインウィンドウ]へ移行します。 

   「キャンセル」：[試験条件作成画面]に戻ります。 

 

  ・[メインメニュー]に戻る場合「メインメニュー」ボタンを押します。 

   注意：「条件保存」ボタンを押す前に「メインメニュー」ボタンを押した場合、条件が保存さ 

    れません。 
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１１． 既存の試験条件を編集する 

既存の試験条件ファイルを編集する場合の操作の流れを説明します。 

 

① [メインメニュー]を表示して、「試験条件編集」ボタンを押します。 

 

  

② [試験条件一覧]が表示されます。 

 

 編集したい試験条件ファイルを選択し、「条件編集」ボタンを押します。

クリック 

選択 

クリック 
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③ 「条件編集」ボタンを押すと、[試験条件作成画面]が表示されます。 

 

 変更したい「条件項目」をクリックし、表示される画面の項目をそれぞれ設定します。 

 

④ 変更後、 

  ・変更した条件を保存したい場合「条件保存」ボタンを押します。 

   試験条件保存後、次のメッセージが表示されます。 

 

   「OK」：保存した条件で、試験画面である[メインウィンドウ]へ移行します。 

   「キャンセル」：[試験条件作成画面]に戻ります。 

 

  ・[試験条件一覧]に戻る場合「一覧画面へ戻る」ボタンを押します。 

   注意：「条件保存」ボタンを押す前に「一覧画面へ戻る」ボタンを押した場合、条件が保存さ 

    れません。 

 

 

表示画面の各項目の 

設定を変更します 

変更したい 

条件項目をクリック 
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１２． 既存の試験条件で試験を実施する 

既存の試験条件で試験を実施する場合の操作の流れを説明します。 

 

①  [メインメニュー]を表示して、「試験開始」ボタンを押します。 

 

 

② [試験条件一覧]が表示されます。 

 

 試験を行いたい試験条件ファイルを選択し、「条件表示」ボタンを押します。

クリック 

クリック 

選択 
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③ 「条件表示」ボタンを押すと、[試験条件作成画面]が表示されます。 

 

 内容を確認したい「条件項目」をクリックし、表示される画面の項目をそれぞれ確認します。 

 

④ 設定内容確認後、 

  ・確認した内容で試験を実施する場合「試験開始」ボタンを押します。 

   確認した条件で、試験画面である[メインウィンドウ]へ移行します。 

 

  ・[試験条件一覧]に戻る場合「一覧画面へ戻る」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

内容を確認したい 

条件項目をクリック 
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１３． クイックスタートの登録と削除 

既存の試験条件をクイックスタートに登録する場合の操作の流れを説明します。 

１３-１． クイックスタートに登録する 

①  [メインメニュー]を表示します。 

     

 

②  クイックスタート一覧を右クリックします。

 

 ポップアップリストが表示されるので、「登録」を選択してクリックします。 

登録を選択して 

クリック 

右クリック 
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③  [試験条件一覧]が表示されます。 

  

 クイックスタートに登録したい試験条件ファイルを選択し、「クイックスタート登録」ボタンを押 

 します。 

 

④  [メインメニュー]が表示され、登録したNo.に選択した試験条件が登録されます。 

 

  

  

クリック 
選択 

クイックスタート 

に登録 



 

 28

１３-２． クイックスタート一覧から削除する 

① [メインメニュー]を表示します。 

 

 

②  クイックスタート一覧で削除したいNo,行で右クリックします。 

 

 ポップアップリストが表示されるので、「削除」を選択してクリックします。 

右クリック 

削除を選択して 

クリック 
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③ 削除したNo.から条件が消え、No.2以下の条件が一段上に詰まります。 
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１４． クイックスタートから試験を実施する 

クイックスタートから試験を実施する場合の操作の流れを説明します。 

 

①  [メインメニュー]を表示します。 

 

  

②  クイックスタート一覧から試験を行いたい試験条件ファイル名をダブルクリックします。 

 

ダブルクリック 
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  ③ [クイックスタート画面]が表示されます。 

 

 設定したい項目を選択し、表示される画面の設定をします。 

 

④ 条件設定後、 

  ・設定した内容で試験を実施する場合「試験開始」ボタンを押します。 

   設定した条件で、試験画面である[メインウィンドウ]へ移行します。 

 

  ・[メインメニュー]に戻る場合「メインメニュー」ボタンを押します。 

 

 

 

設定したい 

項目を選択します 
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１５． クイックスタート一覧の説明 

 ここでは、クイックスタート一覧で操作可能な内容を説明します。 

 参照：『１３．クイックスタートの登録と削除』、『１４．クイックスタートから試験を実施する』 

 

 

１５-１． クイックスタート登録条件の並びを替える 

①  [メインメニュー]を表示します。 

 

  

 



 

 33

②  クイックスタート一覧で並び替えたいNo.をドラッグします。 

 

 移動したい行の下までクリックしたまま移動し、クリックを離します。 

  

③  No.1の条件がNo.2の行に並び変わります。 

 

 同様に下から上への並び替えも可能です。 

 

並び替えたい試験条件の 

No.をクリックします。 

No.1 の条件が 

No.2 へ移動 
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１５-２． キーワード、ユーザー名を入力する 

①  [メインメニュー]を表示します。 

 

 

②  クイックスタート一覧でキーワードを入力したいNo.のキーワードセルをダブルクリックする。 

 

  

 

キーワードを入力したい 

No.のキーワードセルを 

ダブルクリック 
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③  ダブルクリックしたキーワードセルが文字入力可能な状態になります。 

 

  

④  任意の文字を入力します。 

 

 文字入力後、他のセルをクリックするか、「Enter」キーを押すと入力が確定します。

文字入力可能な状態に 

なります 

任意の文字を入力 
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⑤ 同様にユーザー名も任意の文字入力が可能です。 

 

文字入力後、他のセルをクリックするか、「Enter」キーを押すと入力が確定します。 

 

キーワード 製品名や部署名等を入力してください。 

ユーザー名 試験者名または試験条件作成者名等を入力してください。 

※使いやすいキーワードとユーザー名を設定してご使用ください。 

任意の文字を入力 
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１６． 試験条件一覧画面の説明 

 ここでは、試験条件一覧画面で操作可能な内容を説明します。 

使用する試験機の型式毎にファイルの拡張子が異なります。 

TgAnestのバージョン 試験機型式 拡張子 

Ver.3.000以降 

TG ｔｃａ 

TGE ｔｃｅ 

TGI ｔｃｉ 

TGJ ｔｃｊ 

Ver.2.900以前 

TG ｔｃｆａ 

TGE ｔｃｆｅ 

TGI ｔｃｆｉ 

 ※Ver.3.000以降のTgAnestではVer.2.900以前の拡張子のファイルも表示され、読込み可能です。 

 ※Ver.2.900以前の条件ファイルを開くと、Ver.3.000以降の拡張子へのコンバートを行います。 

 

１６-１． メインメニューの「試験開始」ボタンを押して試験条件一覧画面を表示 

  

 

（１） 「条件表示」ボタン 

任意の試験条件ファイルを選択し「条件表示」ボタンを押すと選択した試験条件ファイルの

内容で［試験条件作成］を表示します。 

試験条件ファイル名をダブルクリックしても同様の動作となります。 

（２） 「メインメニュー」ボタン 

［メインメニュー］に戻ります。 
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（３） 検索範囲 

検索対象とする日付の範囲を設定します。 

（４） 検索項目 

検索対象とする項目を選択します。 

（５） 検索キーワード 

検索項目において検索したい文字列を入力します。 

入力した文字列の前後にアスタリスク“*”をつけることで、入力した一部を含んだファイル 

を検索することができます。 

（６） 「検索」ボタン 

検索を開始し検索条件に一致した試験条件ファイルを一覧画面に表示します。 

検索後は一覧画面が青字となります。 

（７） 「クリア」ボタン 

検索条件をクリアして検索前の試験条件ファイルを一覧画面に表示します。 
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１６-２． メインメニューの「試験条件編集」ボタンを押して試験条件一覧画面を表示 

 

 

（１） 「条件編集」ボタン 

任意の試験条件ファイルを選択し「条件編集」ボタンを押すと選択した試験条件ファイルの 

内容で［試験条件作成］を表示します。 

試験条件ファイル名をダブルクリックしても同様の動作となります。 

（２） 「条件削除」ボタン 

任意の試験条件ファイルを選択し「条件削除」ボタンを押すと選択した試験条件ファイルが 

削除されゴミ箱に移動します。 

（３） 「メインメニュー」ボタン 

［メインメニュー］に戻ります。 
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１７． 試験条件作成画面の説明 

ここでは、[試験条件作成画面]で表示される各項目の設定画面について説明します。 

 

参照：『１０．新しく試験条件を作成する』、『１１．既存の試験条件を編集する』、 

   『１２．既存の試験条件で試験を実施する』 
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１７-１． システム 

    試験モードや試験種類などの設定をします。 
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１７-１-１． 試験モード 

   ご購入されたソフトウェアの中から実施したい試験モードを選択します。 

   ここで選択した内容に応じて各設定項目が変わります。 

試験モード 説明 

シングル 単純な引張、圧縮、曲げ、ピール、クリープ試験※１を実行します。

サイクル 繰り返し負荷試験を実行します。 

コントロール 様々な制御パターンを作成し、実行します。 

    ※１ クリープ試験は試験モードをシングルに設定し、試験制御画面で制御動作をクリープ 

に設定してください。 

 

１７-１-２． 試験種類 

   試験の種類を選択します。 

   試験モードにより、選択可能な種類が異なります。 

試験モード 説明 

シングル 引張、圧縮、３点曲げ、４点曲げ、ピール、たわみ補正 

サイクル 引張、圧縮、３点曲げ、４点曲げ 

コントロール 引張、圧縮、３点曲げ、４点曲げ、たわみ補正 

 

１７-１-３． 試験方向 

試験方向を選択します。 

試験方向 説明 

UP 移動クロスヘッドが上方向へ移動します。 

DOWN 移動クロスヘッドが下方向へ移動します。 
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１７-１-４． 書式設定 

解析項目に対する書式設定の方法を選択します。 

丸め 説明 

四捨五入 
有効桁の次の値 ＜4の時は切捨てます。 

有効桁の次の値 ≧５の時は切上げます。 

切捨て 有効桁の次の桁以下を切捨てます。 

JIS 

有効桁の次の値 ＜５の時は切捨てます。 

（例：0.2349 ⇒ 0.23）(有効桁2桁) 

 

有効桁の次の値 ＞５の時は切上げます。 

（例：0.23６1 ⇒ 0.24）(有効桁2桁) 

 

有効桁の次の値=5の時は下記のようになります。 

・有効桁の値が偶数の場合は切捨てます。 

（例：0.2450 ⇒ 0.24）(有効桁2桁) 

・有効桁の値が奇数の場合は切上げます。 

（例：0.2750 ⇒ 0.28）(有効桁2桁) 

 

１７-１-５． サンプリングモード 

サンプリングモードを選択します。 

サンプリングモード 説明 

標準モード 

標準モードの試験制御の設定が可能となります。 

データ数の制限はありません。 

最速のデータサンプリング間隔は10msec（TGの場合は５0 

msec）です。 

最長のデータサンプリング間隔は36 000sec(10時間)です。 

高速モード 

最速1msec（TG、TGJの場合は、1.25msec）サンプリング

の高速モードの試験制御の設定が可能となります。 

最長のデータサンプリング間隔は150msecです。 

データ数は最大30 000データです。 

変位計は使用することはできません。 

※サンプリングモードはシングル試験の場合のみ設定可能です。その他のモードは標準モード固 

定となります。 
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１７-１-６． 原点検出 

原点検出を行う場合、下記の設定を行ってください。 

・［環境設定］の“原点検出”を“有効”にしてください。(8-2-2原点検出参照) 

・試験種類を「圧縮」にしてください。 

※“引張”、“3点曲げ”、“4点曲げ”、“ピール”、“たわみ補正”では、原点検出を行うこ 

とはできません。 

※原点検出の操作方法は、下記を参照してください。 

   参照：『2１．原点検出の操作方法』 

 

（１） 原点検出 

原点検出ジグを使用して原点検出を行うかどうかを選択します。 

原点検出 説明 

OFF 原点検出を行いません。 

ON 原点検出ジグを使用して原点検出を行います。 

（２） 絶対原点検知試験力 

原点検出ジグに接触したと判断する試験力を設定します。 

※原点検出ジグに付属する“引張圧縮試験機原点検出ジグ成績書”に記載の試験力値を 

設定してください。 

（３） 基準高さポジション 

原点検出終了後に、移動クロスヘッドを停止させる高さを設定します。 
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１７-１-７． ファイル自動出力 

（１） 項目 

自動出力するデータの項目を設定します。 

項目 説明 

生データ（全バッチ） 
試験が終了しているバッチの生データ全てを［メインウィ

ンドウ］クローズ時に１ファイルに出力します。 

生データ（サブバッチ）
試験が１サブバッチ終了する毎に生データをファイル出力

します。 

生データ（読込み用デー

タ） 

試験が１サブバッチ終了する毎に読込み用データをファイ

ル出力します。 

※試験モードがサイクルのとき、本機能は使用できません。

このファイルの使用方法は下記を参照してください。 

参照：『2７-３．読込み用データ出力』 

解析結果 
試験が１サブバッチ終了する毎に解析結果ファイルを出力

します。 

解析結果累積 

試験が１サブバッチ終了する毎に１試験の解析結果を累積

ファイルへ追記出力します。 

参照：『３５．解析結果の累積を出力する』 

 

（２） フォルダパス 

データの出力先が表示されます。 

（３） ファイル名 

出力するデータのファイル名が表示されます。 

（４） 設定ボタン 

出力するフォルダパスやファイル名を設定します。 
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１７-１-８． 出力情報設定画面 

       

（１） フォルダパス 

データの出力先が表示されます。 

（２） フォルダ指定ボタン 

フォルダ指定画面が表示されます。 

データの出力先を設定します。 

（３） ファイル名 

出力するデータのファイル名を設定します。 

ファイルの出力形式に関しては、下記を参照してください。 

  参照：『2７．生データを出力する』、『３５．解析結果の累積を出力する』 
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（４） ファイル出力 

ファイル出力する方法を設定します。 

累積以外の場合は表示されません。 

ファイル出力 説明 

自動番号付与 

初回ファイル出力時に出力するファイル名がファイル名設定欄

で入力したファイル名＋（ _001）となります。 

1ファイル内の解析結果の累積データ数が10 000を超えた場

合、ファイル名末尾の（ _###）をインクリメントした別ファ

イルへ出力します。 

ファイル名末尾が（ _999）のファイルで解析結果の累積デー

タ数が10 000を超えた場合、メッセージが表示されデータは

10 001以降も出力されます。 

解析結果の累積データは、ファイル名末尾の（ _###）で一番

大きい番号のファイルへ追記されます。 

 

上書き 

初回ファイル出力時に出力するファイル名がファイル名設定欄

で入力したファイル名となります。 

1ファイル内の解析結果の累積データ数が10 000を超えた場

合、ファイル内をクリアし1データ目から出力されます。 

（５） 合否判定の書式 

合否判定の書式を設定します。 

解析結果、累積以外の場合は表示されません。 

合否判定の書式 説明 

*で表記 
解析項目毎に設定した合否判定に対して解析結果が範囲外の場

合、解析結果の右側に（*）が表示されます。 

なし 解析結果のみ表示します。 

（６） 「設定」ボタン 

設定内容を確定してこの画面を閉じます。 

（７） 「閉じる」ボタン 

設定内容を破棄してこの画面を閉じます。 

 

１７-１-９． 情報欄 

部品番号やロット番号等の任意の情報を設定します。 

解析項目に情報1～８を設定することで解析結果として情報を出力することができます。 

また、レポートデザイナの試験条件に情報1～8を設定することで、レポート印刷時に情報を出力 

することができます。 
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１７-２． センサー 

ロードセルリミット、センサー表示の内容やポジションリミットなどの設定をします。 

 

１７-２-１． ロードセル 

（１）型 

ロードセルの型を選択します。 

型 説明 

TU 引張圧縮両用 

TC 圧縮用 

TT 引張用 

（２）容量 

ロードセルの容量を選択します。 

容量の選択範囲は500ｍN～500ｋNです。 
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（３）レンジ 

試験力のレンジを選択します。 

TGE、TGI 

レンジ 説明 

AUTO 試験機のレンジを自動的に切り替えます。 

１００ 
最大試験力を1/100とすることで、より細かい分解能

の試験力値を取得することができます。 

TG、TGJ 

試験機本体のレンジを設定します。 

※ロードセルの容量によって設定範囲が異なります。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-6． レンジ』 

（４）極性 

試験力の極性を選択します。 

極性 説明 

引張 ロードセルが引張られる方向がプラスとなります。 

圧縮 ロードセルが圧縮される方向がプラスとなります。 

（５）リミット（上限） 

安全装置として設定する機能です。 

試験中にここで設定したリミット設定値に到達すると試験機が停止し、試験が中断します。 

リミットの上限値を有効にする場合はチェックをONにしてください。 

（6）リミット（下限） 

安全装置として設定する機能です。 

試験中にここで設定したリミット設定値に到達すると試験機が停止し、試験が中断します。 

リミットの下限値を有効にする場合はチェックをONにしてください。 
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１７-２-２． ポジション    

    

（１） リミット設定 

安全装置として設定する機能です。 

試験中にここで設定したリミット値に到達すると試験機が停止し、試験が中断します。 

① リミット（上限） 

ポジションのリミットの上限値を設定します。 

試験中にここで設定した値に到達すると試験機が停止し、試験が中断します。 

リミットの上限値を有効にする場合はチェックをONにしてください。 

② リミット（下限） 

ポジションのリミットの下限値を設定します。 

試験中にここで設定した値に到達すると試験機が停止し、試験が中断します。 

リミットの下限値を有効にする場合はチェックをONにしてください。 

            

（２） たわみ補正 

たわみ補正用のデータファイル（*.twm）を選択します。 

「使用する」のチェックをONにしてから「補正ファイル選択」ボタンを押してファイルを 

選択してください。 

たわみ補正を有効にする場合はチェックをONにしてください。 

参照：『20．たわみ補正を使ってみる』 
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１７-２-３． 変位計 

TGE、TGI 

       

 

TG、TGJ 
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（１） 変位計選択 

使用する変位計を選択します。 

変位計選択 説明 

OFF 変位計または伸び計を使用しません。 

変位計 変位計または伸び計を使用します。 

LEE LEE型変位計を使用します。 

カメラ伸び計 
カメラ伸び計を使用します。 

参照：『３６．カメラ伸び計画面について』 

（２） レンジ 

変位計のレンジを設定します。 

TGE、TGIの場合は表示されません。 

（３） 定格容量 

使用する変位計の定格容量を設定します。 

※カメラ伸び計選択時は自動的に設定されます。 

（４） 標点距離 

使用する伸び計の標点距離を設定します。 

  標点距離はひずみを求める際に使用します。 

（５） 極性 

使用する変位計の極性を選択します。 

極性 説明 

＋ 
変位計の場合は測定部を押しこむ方向をプラスとします。

伸び計の場合は伸びる方向をプラスとします。 

— 
変位計の場合は測定部が伸びる方向をプラスとします。 

伸び計の場合は縮む方向をプラスとします。 

（６） リミット 

試験中に変位計または伸び計の破損を防止するための機能です。 

使用する変位計または伸び計のリミットを設定します。 

試験中にここで設定した値に到達すると試験機が停止し、試験が中断します。 

（７） 取外し点 

使用する変位計または伸び計の取外し位置を設定します。 

「取外し機能」のチェックをONにすると有効となります。 
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（８） 標点自動調整 

変位計選択がカメラ伸び計の場合のみ、標線距離を自動的に取得する場合に設定します。 

標点自動調整 説明 

ON 
試験開始時の変位計の値を標線距離として、ひずみの算出

を行います。 

OFF 
（4）で設定した値を標点距離として、ひずみの算出を行い

ます。 

（９） マーカタイプ 

変位計選択がカメラ伸び計の場合のみ、試験片にマーキングされているマーカの種類を設定 

します。 

マーカタイプ 説明 

スタンプインク 
試験片のマーカがスタンプインクの場合に設定してくださ

い。 

シール長方形 
試験片のマーカがシール長方形の場合に設定してくださ

い。 

シール長方形 1×5 
試験片のマーカがシール長方形の縦1mm、横5mmの場合

に設定してください。 

シール円 試験片のマーカがシール円の場合に設定してください。 

シール円 φ2 
試験片のマーカがシール円の直径2mmの場合に設定して

ください。 

シール円 φ4 
試験片のマーカがシール円の直径4mmの場合に設定して

ください。 

※スタンプインク、シール長方形、シール長方形1×5の場合は縦と横の幅を設定してくだ

さい。 

※シール円、シール円 φ2、シール円 φ4の場合は直径を設定してください。 

（１０） マーカ色 

変位計選択がカメラ伸び計の場合のみ、試験片にマーキングされているマーカの色を設定し 

ます。 

マーカ色 説明 

白 試験片のマーカの色が白の場合に設定してください。 

黒 試験片のマーカの色が黒の場合に設定してください。 

自動検出 
試験片のマーカの色が白と黒で混在した場合に設定してく

ださい。 
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（１１） チャック間 

カメラ伸び計のマーカ検出範囲を設定します。 

試験方向 説明 

上方向 カメラ伸び計描画範囲の下からの距離を設定します。 

下方向 カメラ伸び計描画範囲の上からの距離を設定します。 
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１７-２-４． 外部入力 

   

 

（１） 外部入力１～６ 

外部入力の設定をします。 

設定種別 説明 

有効/無効 外部入力データの取込み有無を設定します。 

種別 使用する外部入力の種別を設定します。 

External 

ZERO 

External Zeroの対象を設定します。 

チェックマークが入っている外部入力の値は、試験画面で

「External Zero」を実行で、ゼロリセットされます。 

原点 

チェック

ON 

変位原点を０とした相対値で、解析やグラフ描画を行

います。 

チェック

OFF 

変位原点の補正を行わずに、解析やグラフ描画を行い

ます。 

名称 使用する外部入力の名称を変更できます。 

定格出力 使用する外部入力の定格出力（V）を設定します。 

スケーリング MAX ＋定格出力時の値を設定します。 

スケーリング MIN －定格出力時の値を設定します。 

係数 取得した電圧値に対する乗数の設定をします。 

ゲージ長 外部入力に使用するひずみゲージのゲージ長を入力します。 

単位 
表示する単位を入力します。 

※単位換算は行われません。 

フォーマット 表示する値のフォーマットを設定します。 

リミット 電圧値のリミットを設定します。 

取外し点 取外し点の有無を設定します。 
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外部入力から得られた値は下記の換算式で値を取得します。 

 

    換算式： 

  

 

 

 

（２） 外部入力平均 

設定種別 説明 

名称 外部入力平均の名称を変更できます。 

単位 
表示する単位を入力します。 

※単位換算は行われません。 

フォーマット 表示する値のフォーマットを設定します。 

外部入力1～6 

外部入力平均に使用する外部入力を選択します。 

例）選択したチャンネルが外部入力１と外部入力２の場合、 

外部入力平均 ＝（外部入力１ ＋ 外部入力２） ÷ ２ 

 

2x

MINMAX
A

定格出力

スケーリングスケーリング 


係数定格出力スケーリング現在の電圧値換算値  )}({ AMINA
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１７-２-５． センサー表示 

    

（１）センサー表示設定 

［メインウィンドウ］で表示するセンサーの表示種別、単位、表示フォーマットを選択します。 

参照：『１9．メインウィンドウ』 

センサー 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』 

単位試験力 

応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 

変位 

変位（ひずみ） 

変位計 

変位計（ひずみ） 

時間 

高さ 

サイクル回数 

外部入力１～６ 

外部入力平均 

外部入力１～６（ひずみ） 

外部入力平均（ひずみ） 

エリア 

エリア名 
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※“変位計”“変位計（ひずみ）”は変位計使用時のみ設定可能です。 

※“高さ”は原点検出がONの時のみ設定可能です。 

※“単位試験力”は試験種類が“ピール”の場合のみ設定可能です。 

※ 試験種類に“ピール”、“たわみ補正”を選択しているときは「ひずみ」と「応力」 

  は選択できません。 

※“外部入力１～６、平均”、“外部入力１～６、平均（ひずみ）”は外部入力設定で 

有効となっているチャンネルのみ設定することができます。 

※“エリア”“エリア名”はコントロール試験を選択しているときのみ設定可能です。 

※ センサー表示設定は生データファイル出力の出力形式へも適応されます。 

 参照：『２７．生データを出力する』 

 

フォーマット 説明 

0 整数表示で出力します。 

0.0 少数第1桁表示で出力します。 

0.00 少数第２桁表示で出力します。 

0.000 少数第３桁表示で出力します。 

0.0000 少数第４桁表示で出力します。 

0.00000 少数第５桁表示で出力します。 

＃0 10インクリメントにて算出します。 

＃00 100インクリメントにて算出します。 

＃000 1 000インクリメントにて算出します。 

＃0000 10 000インクリメントにて算出します。 
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１７-２-６． 変位の設定 

（１）種別 

変位種別の設定を選択します。 

種別 説明 

ポジション ポジションの値を変位とします。 

変位計 変位計の値を変位とします。 

外部入力１ 外部入力1の値を変位とします。 

：  

外部入力6 外部入力6の値を変位とします。 

外部入力平均 外部入力平均の値を変位とします。 

計算式 計算式設定で作成した計算式にて算出した値を変位とします。

※“外部入力１～６、平均”は外部入力設定で有効となっているチャンネルのみ設定すること 

ができます。 

※“計算式”は計算式設定にて計算式を設定した場合のみ設定することができます。 

（２）計算式設定 

変位の設定で使用する計算式を設定します。 

変位の計算式機能を用いて、自由に計算式を作成し変位を設定することが可能です。 

例）外部入力1～３を使用し相対たわみδを変位とする場合 

 

δ1：外部入力1による変位 

δ2：外部入力2による変位 

δ3：外部入力3による変位 
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１７-３． 試験制御（シングル） 

シングル試験の試験機の動作に関する設定をします。 

シングル試験には標準モードと高速モードがあります。 

標準モードの特徴は下記の通りです。 

    ・サンプリングするデータ数の制限はありません。 

    ・最速のデータサンプリング間隔は10msec（TGの場合は50msec）です。 

※USB通信時は30msecです。 

    ・最長のデータサンプリング間隔は36 000sec(10時間)です。 

高速モードの特徴は下記の通りです。 

    ・サンプリングするデータ数は最大30 000データです。 

    ・最速のデータサンプリング間隔は1msec（TG、TGJの場合は1.25msec）です。 

・最長のデータサンプリング間隔は150msecです。 

・変位計を使用することはできません。 

※TGの場合は高速サンプリング機能付き試験機以外では使用できません。 

※TGE、TGIの場合はRS-232Cポート付きの試験機以外では使用できません。 
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１７-３-１． 標準モード（制御動作：ポジション） 

試験開始点から試験終了点まで一定の試験速度で試験を行います。 

※試験速度とサンプリング間隔は１度の試験で最大３回切替えることができます。 

 

   【引張、圧縮、3点曲げ、4点曲げの場合】  

 

 

   【ピールの場合】  

エリア① 

エリア② エリア① エリア③ エリア④ 

切替え点① 切替え点② 切替え点③ 

切替え点① 切替え点② 切替え点③ 

エリア④ エリア③ エリア② 
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【切替え点なし】     【切替え点3箇所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 制御動作 

制御動作の種別を設定します。 

制御動作 説明 

ポジション 
試験速度を一定に保つ試験です。 

※最も多く使われる試験です。 

試験力 試験力の変化量を一定に保つ試験です。 

クリープ 試験力を一定に保つ試験です。 

特殊 応力一定、ひずみ一定速度を使用した試験です。 

（２） 制御開始点 

制御を開始する点を選択します。 

制御開始点 説明 

試験開始点 試験を開始した点 

０.３％Ｆ.Ｓ. フルスケール値×0.003の試験力 

０.006％Ｆ.Ｓ. フルスケール値×0.000 06の試験力 

試験力 任意の試験力 

応力 任意の応力 

TG、TGJの場合、“0.006％Ｆ.Ｓ.”は表示されません。 

 

エリア① 

エリア② 

エリア③ 

エリア④ 

エリア① 

切替え点① 

切替え点② 

切替え点③ 
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（３） 試験力自動ゼロセット 

ONの場合、試験開始時に試験力ゼロセットを実施します。 

※ただしゼロセットを実行して試験を開始するには、ロードセルが検出している試験力が 

次のリストの試験力未満である必要があります。 

試験機型式 試験力 

TGE、TGI 、TG、TGJ ２ %F.S. 

 

（４） 試験速度 

試験開始後のクロスヘッドの移動速度を設定します。 

エリア①～④まで最大４つまで設定することができます。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

 

（５） サンプリング 

試験のデータを取得する間隔を設定します。 

エリア①～④まで最大４つまで設定することができます。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-２． サンプリング』 
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（６） 切替え点 

エリアを切替えるポイントを設定します。 

切替え点は最大３か所に設定できます。 

切替え点 説明 

ＯＦＦ 設定しない 

目標値 

目標値に到達した場合にエリアを切替えます。 

※エリア開始時のセンサー値からの変化量を設定します。 

例）エリア 1 の切替え点：１００N、エリア２の切替え点：
200N とした場合、エリア 1 からエリア２へは、試験力が
100N到達で切り替わります。 

 

目標値は下記の値を設定することができます。 

【引張、圧縮、3点曲げ、4点曲げの場合】 

試験力、応力、ポジション、ポジション（ひずみ）、変位、

変位（ひずみ）、変位計、変位計（ひずみ） 

【ピールの場合】 

試験力、単位試験力、ポジション、変位 

キー入力 
キーボードを押した際にエリアを切替えます。 

※スペースとEnterは切替えることができません。 

上降伏点 
上降伏点設定時の変化量まで試験力が低下した場合にエリア

を切替えます。 

耐力点 
耐力点設定時の耐力点に到達した場合にエリアを切替えま

す。 

エネルギー 
試験開始からのエネルギーが設定値に到達した場合にエリア

を切替えます。 

変化率％／Ｆ.Ｓ. 

サンプリングした試験力データと１つ前にサンプリングした

試験力データの減少力が、変化率％／F.S.の設定値.以上にな

った場合にエリアを切替えます。 

取外し点 

変位計の値が取外し点に到達した場合にエリアを切替えま

す。 

※変位計の取外し点の設定が“有効”になっている場合のみ

設定することができます。 

ピールの場合、“上降伏点.”“耐力点”“エネルギー”は表示されません。 
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（７） 試験終了点 

試験を終了するポイントを設定します。 

試験を終了する点を設定します。 

項目 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』
応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 
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１７-３-２． 標準モード（制御動作：試験力） 

試験開始点から試験終了点まで一定の試験力で試験を行います。 

    ※試験の種類を“引張”、“圧縮”、“3点曲げ”、“4点曲げ”にした場合のみ制御動作を試験 

力に設定できます。 

 

TGE、TGI 
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TG、TGJ 

    

 

   【引張、圧縮、3点曲げ、4点曲げの場合】  

 

【制御動作：試験力での試験イメージ】 

    

 

 

 

 

 

到達時間 
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（１） 制御動作 

制御動作の種別を設定します。 

制御動作 説明 

ポジション 
試験速度を一定に保つ試験です。 

※最も多く使われる試験です。 

試験力 試験力の変化量を一定に保つ試験です。 

クリープ 試験力を一定に保つ試験です。 

特殊 応力一定、ひずみ一定速度を使用した試験です。 

（２） 試験力自動ゼロセット 

ONの場合、試験開始時にロードセルのゼロセットを実施します。 

※ただしゼロセットを実行して試験を開始するには、ロードセルが検出している試験力が 

次のリストの試験力未満である必要があります。 

試験機型式 試験力 

TGE、TGI 、TG、TGJ ２ %F.S. 

（３） 試験開始速度 

試験開始後のクロスヘッドの移動速度を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

（４） サンプリング 

試験のデータを取得する間隔を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-２． サンプリング』 

（５） 到達時間 

試験終了点に到達するまでの時間を設定します。 

設定範囲は下記の通りです。 

1sec～50 000sec 

（６） 速度リミット 

 試験中の速度リミットを設定します。（設定値より早い速度では動作しません） 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン２』 

（７） 比例係数 

 比例係数を設定します。 

 比例定数が大きくなると、試験力の変化幅が大きくなります。 

設定範囲は下記の通りです。 

 １～65 535 

（８） 積分係数 
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積分係数を設定します。 

積分係数が大きくなると、試験力に対する応答性が遅くなります。 

積分係数が小さくなると、目標値を行き過ぎることがあります。 

設定範囲は下記の通りです。 

  １～999 

（９） 試験終了点 

試験を終了する試験力を設定します。 

項目 単位 

試験力 
参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』

応力 
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１７-３-３． 標準モード（制御動作：クリープ） 

試験開始点から保持試験力まで一定の試験速度で試験を行います。 

保持試験力±クリープ幅の範囲に到達すると、試験力を保持試験力で保持する制御を行います。

試験力の保持時間はクリープ時間となります。 

    ※試験の種類を“引張”、“圧縮”、“3点曲げ”、“4点曲げ”にした場合のみ制御動作を 

クリープに設定できます。 

 

TGE、TGI 

PI制御 

    

   簡易制御 
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TG、TGJ 

    

 

    【引張、圧縮、3点曲げ、4点曲げの場合】  

 

【制御動作：クリープでの試験イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリープ幅 

クリープ時間 
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（１） 制御動作 

制御動作の種別を設定します。 

制御動作 説明 

ポジション 
試験速度を一定に保つ試験です。 

※最も多く使われる試験です。 

試験力 試験力の変化量を一定に保つ試験です。 

クリープ 試験力を一定に保つ試験です。 

特殊 応力一定、ひずみ一定速度を使用した試験です。 

（２） クリープ種別 

クリープの制御種別を設定します。 

クリープ種別 説明 

PI制御 

比例係数及び積分係数を使用したクリープ試験です。 

試験片の特性に合った係数を設定することで正確に試験力

を保持することができます。 

簡易制御 

比例係数及び積分係数を使用せずに保持試験力±クリー

プ幅の範囲内となるように簡易的に制御するクリープ試験

です。 

      TG、TGJの場合は表示されません。 

※試験機本体のバージョンがTGEの場合はVer2.700以下、TGIの場合はVer2.200以下の

場合、“簡易制御”は使用できません。 

（３） 試験力自動ゼロセット 

ONの場合、試験開始時にロードセルのゼロセットを実施します。 

※ただしゼロセットを実行して試験を開始するには、ロードセルが検出している試験力が 

次のリストの試験力未満である必要があります。 

試験機型式 試験力 

TGE、TGI 、TG、TGJ ２ %F.S. 

（４） 試験速度 

試験開始後のクロスヘッドの移動速度を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

（５） サンプリング 

試験のデータを取得する間隔を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-２． サンプリング』 
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（６） クリープ幅 

 クリープ制御を開始する幅を設定します。 

 保持試験力±クリープ幅の範囲に入るとクリープ制御を開始します。 

TGE、TGIの簡易クリープ及びTG、TGJの場合は保持試験力±クリープ幅の範囲外になる 

とクリープ制御を開始します。 

（７） クリープ時間 

 クリープ制御を実行する時間を設定します。 

設定範囲は下記の通りです。 

1sec～999 999sec（約278時間） 

（８） 比例係数 

比例係数を設定します。 

 比例定数が大きくなると、試験力の変化幅が大きくなります。 

設定範囲は下記の通りです。 

  １～65 535 

TG、TGJの場合は表示されません。 

TGE、TGIの場合はクリープ制御が“PI制御”のときに選択可能です。 

（９） 積分係数 

積分係数を設定します。 

積分係数が大きくなると、試験力に対する応答性が遅くなります。 

積分係数が小さくなると、目標値を行き過ぎることがあります。 

設定範囲は下記の通りです。 

     １～999 

TG、TGJの場合は表示されません。 

TGE、TGIの場合はクリープ制御が“PI制御”のときに選択可能です。 

（１０） 減速位置 

試験速度から保持速度に減速させるタイミングを試験力で設定します。 

TG、TGJの場合は表示されません。 

TGE、TGIの場合はクリープ制御が“簡易I制御”のときに選択可能です。 
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（１１） 保持速度 

保持時の速度を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

TGE、TGIの場合はクリープ制御が“簡易制御”のときに選択可能です。 

（１２） 保持試験力 

試験力を保持する値を設定します。 

項目 単位 

試験力 
参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』

応力 
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１７-３-４． 標準モード（制御動作：特殊） 

変位計を使用した場合は、“%/sec”単位の速度設定も可能となります。 

上記以外は、標準モード（制御動作：ポジション）と同じになります。 

参照：『１７-３-１． 標準モード（制御動作：ポジション）』 

 

 

    

   

（１） 制御動作 

制御動作の種別を設定します。 

制御動作 説明 

ポジション 
試験速度を一定に保つ試験です。 

※最も多く使われる試験です。 

試験力 試験力の変化量を一定に保つ試験です。 

クリープ 試験力を一定に保つ試験です。 

特殊 
応力一定速度、試験力一定速度、ひずみ一定速度を使用し

た試験です。 

 

エリア① 

切替え点① 切替え点② 切替え点③ 

エリア② エリア③ エリア④ 
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（２） 制御開始点 

制御を開始する点を選択します。 

制御開始点 説明 

試験開始点 試験を開始した点 

０.３％Ｆ.Ｓ. フルスケール値×0.003の試験力 

０.006％Ｆ.Ｓ. フルスケール値×0.000 06の試験力 

試験力 任意の試験力 

応力 任意の応力 

TG、TGJの場合、“0.006％Ｆ.Ｓ.”は表示されません。 

（３） 試験力自動ゼロセット 

ONの場合、試験開始時にロードセルのゼロセットを実施します。 

※ただしゼロセットを実行して試験を開始するには、ロードセルが検出している試験力が 

次のリストの試験力未満である必要があります。 

試験機型式 試験力 

TGE、TGI 、TG、TGJ ２ %F.S. 

（４） 試験速度 

試験開始後のクロスヘッドの移動速度を設定します。 

エリア①～④まで最大４つまで設定することができます。 

設定範囲は下記の通りです。 

１）ポジション一定速度（ポジション/時間） 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

２）応力一定速度（応力/時間） 

0.000 000 1 ～ 999 999 999 

３）試験力一定速度（試験力/時間） 

  0.000 000 1 ～ 999 999 999 

４）ひずみ一定速度（%/時間） 

0.000 000 1 ～ 999 999 999 

※変位計の設定が“変位計”の場合のみ設定することができます。 

（５） サンプリング 

試験のデータを取得する間隔を設定します。 

エリア①～④まで最大４つまで設定することができます。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-２． サンプリング』 
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（６） 開始速度 

試験開始後のクロスヘッドの移動速度を設定します。 

※試験速度の単位がMPa/sec、%/secの場合のみ設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

（７） 速度リミット 

試験中の速度リミットを設定します。（設定値より早い速度では動作しません） 

※試験速度の単位が応力/時間、試験力/時間、%/時間の場合のみ設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン２』 

（８） 比例係数 

比例係数を設定します。 

比例定数が大きくなると、試験力の変化幅が大きくなります。 

設定範囲は下記の通りです。 

 １～65 535 

※試験速度の単位が応力一定速度、ひずみ一定速度の場合のみ設定します。 

（９） 積分係数 

積分係数を設定します。 

積分係数が大きくなると、試験力に対する応答性が遅くなります。 

積分係数が小さくなると、目標値を行き過ぎることがあります。 

設定範囲は下記の通りです。 

 １～999 

※試験速度の単位が応力一定速度、ひずみ一定速度の場合のみ設定します。 
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（１０） 切替え点 

エリアを切替えるポイントを設定します。 

切替え点は最大３か所に設定できます。 

切替え点 説明 

ＯＦＦ 設定しない 

目標値 

目標値に到達した場合にエリアを切替えます。 

※エリア開始時のセンサー値からの変化量を設定します。

例）エリア1 の切替え点：１００N、エリア２の切替え点：
200N とした場合、エリア 1 からエリア２へは、試験力
が100N 到達で切り替わります。 

 

目標値は下記の値を設定することができます。 

【引張、圧縮、3点曲げ、4点曲げの場合】 

試験力、応力、ポジション、ポジション（ひずみ）、変位、

変位（ひずみ）、変位計、変位計（ひずみ） 

【ピールの場合】 

試験力、単位試験力、ポジション、変位、変位計 

キー入力 
キーボードを押した際にエリアを切替えます。 

※スペースとEnterは切替えることができません。 

上降伏点 
上降伏点設定時の変化量まで試験力が低下した場合にエ

リアを切替えます。 

耐力点 
耐力点設定時の耐力点に到達した場合にエリアを切替え

ます。 

エネルギー 
試験開始からのエネルギーが設定値に到達した場合にエ

リアを切替えます。 

変化率％／Ｆ.Ｓ. 

サンプリングした試験力データと１つ前にサンプリング

した試験力データの減少力が、変化率％／F.S.の設定値.

以上になった場合にエリアを切替えます。 

取外し点 

変位計の値が取外し点に到達した場合にエリアを切替え

ます。 

※変位計の取外し点の設定が“有効”になっている場合の

み設定することができます。 

ピールの場合、“上降伏点.”“耐力点”“エネルギー”は表示されません。 
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（１１） 試験終了点 

試験を終了するポイントを設定します。 

項目 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』
応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 
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１７-３-５． 高速モード（制御動作：ポジション） 

1msec（TG、TGJの場合は1.25msec）～150msec間隔で試験データを取得するモードです。 

試験は試験開始点から試験終了点まで一定の試験速度で試験を行います。 

サンプリング間隔はエリア毎に設定することができます。 

 

    

 

【ポジション－試験速度】       【時間－データ数】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア① 

エリア② 

エリア③ 

エリア① エリア② エリア③ 
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（１） 制御動作 

制御動作の種別を設定します。 

制御動作 説明 

ポジション 
試験速度を一定に保つ試験です。 

※最も多く使われる試験です。 

試験力 試験力の変化量を一定に保つ試験です。 

（２） 取込時間 

エリア毎のデータ取り込み時間を設定します。３エリア分の設定ができます。 

※ 3エリア合計でサンプリングデータ数は30 000データが上限となります。 

（３） 試験力自動ゼロセット 

ONの場合、試験開始時にロードセルのゼロセットを実施します。 

※ただしゼロセットを実行して試験を開始するには、ロードセルが検出している試験力が 

次のリストの試験力未満である必要があります。 

試験機型式 試験力 

TGE、TGI 、TG、TGJ ２ %F.S. 

（４） 試験速度 

試験開始後のクロスヘッドの移動速度を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

（５） サンプリング 

エリア毎のデータを取得する間隔を設定します。３エリア分の設定ができます。 

※ 3エリア合計でサンプリングデータ数は30 000データが上限となります。 

設定範囲は下記の通りです。 

TG、TGJ 

1.25msec、5msec、10msec、50msec、100msec、150msec 

TGE、TGI 

1msec、5msec、10msec、50msec、100msec、150msec 

（６） 試験終了点 

試験を終了する点を設定します。 

項目 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』
応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 
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１７-３-６． 高速モード（制御動作：試験力） 

1msec～150msec間隔で試験データを取得するモードです。 

試験は試験開始点から試験終了点まで一定の試験力で試験を行います。 

サンプリング間隔はエリア毎に設定することができます。 

TG、TGJの場合は、本機能はありません。 

TGE、TGI 

 

    

 

 【時間-試験力】    【時間－データ数】 

 ^

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

到達時間 

エリア① 

エリア① 

エリア② 

エリア③ 

エリア② エリア③ 
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（１） 制御動作 

制御動作の種別を設定します。 

制御動作 説明 

ポジション 
試験速度を一定に保つ試験です。 

※最も多く使われる試験です。 

試験力 試験力の変化量を一定に保つ試験です。 

（２） 取込時間 

エリア毎のデータ取り込み時間を設定します。３エリア分の設定ができます。 

※ 3エリア合計でサンプリングデータ数は30 000データが上限となります。 

（３） 試験力自動ゼロセット 

ONの場合、試験開始時にロードセルのゼロセットを実施します。 

※ただしゼロセットを実行して試験を開始するには、ロードセルが検出している試験力が 

次のリストの試験力未満である必要があります。 

試験機型式 試験力 

TGE、TGI 、TG、TGJ ２ %F.S. 

（４） 試験開始速度 

試験開始後のクロスヘッドの移動速度を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

（５） サンプリング 

エリア毎のサンプリングを設定します。３エリア分の設定ができます。 

※ 3エリア合計でサンプリングデータ数は30 000データが上限となります。 

設定範囲は下記の通りです。 

1msec、5msec、10msec、50msec、100msec、150msec 

（６） 到達時間 

 試験終了点に到達する時間を設定します。 

設定範囲は下記の通りです。 

    1sec～50 000sec 

（７） 速度リミット 

  試験終了点に到達するまでの速度リミットを設定します。 

  （設定値より早い速度では動作しません） 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン２』 
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（８） 比例係数 

 比例係数を設定します。 

 比例定数が大きくなると、試験力の変化幅が大きくなります。 

設定範囲は下記の通りです。 

    １～65 535 

（９） 積分係数 

積分係数を設定します。 

積分係数が大きくなると、試験力に対する応答性が遅くなります。 

積分係数が小さくなると、目標値を行き過ぎることがあります。 

設定範囲は下記の通りです。 

 １～999 

（１０） 試験終了点 

試験を終了する試験力を設定します。 

項目 単位 

試験力 参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』

 



 

 85

１７-３-７． 終了設定 

 

TGE、TGI 

    

TG、TGJ 

       

 

（１） 破断検出 

① 動作 

破断検出後の試験機動作を選択します。 

※破断検出については、解析リファレンスマニュアルの「破断点」を参照。 

破断検出動作 説明 

OFF 破断検出を無効にします。 

STOP 破断検出後に移動クロスヘッドが停止します。 

RETURN 
破断検出後に移動クロスヘッドがポジションゼロの位置

に移動します。 

② 開始点 

破断検出を開始する点を設定します。 

TG、TGJの場合は表示されません。 
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③ 感度 

破断検出の感度を設定します。 

感度とは、破断と判断する為の前回と今回のサンプリングデータの試験力差を設定しま 

す。 

感度を有効にする場合はチェックをONにしてください。 

TG、TGJの場合は破断検出がOFF以外で有効となります。 

 

例）感度の設定を試験力：5.0%に設定した場合、 

  1msec間隔の変化量が現在の試験力の5.0%以上となった場合、変化する直前のデ 

ータを破断点とします。 
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④ レベル 

破断検出のレベルを設定します。 

破断と判断する為の下限試験力を設定します。 

レベルを有効にする場合はチェックをONにしてください。 

 

   例）レベルの設定を試験力：0.1%F.S.に設定した場合、 

  試験力が10N以下になった点を破断点とします。 

TG、TGJの場合は表示されません。 

 

⑤ レベル％PEAK 

破断検出のレベル％PEAKを設定します。 

破断を判断する為のPEAK試験力値からの落ち幅を％で設定します。 

レベル％PEAKを有効にする場合はチェックをONにしてください。 

 

例）レベル％PEAKの設定を50％に設定した場合、 

  PEAK値から試験力がPEAK値の50％以下にまで落ちた点を破断点とします。 

TG、TGJの場合は表示されません。 
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（２） 終了後の動作 

試験終了後の試験機動作を選択します。 

終了後の動作 説明 

STOP 試験終了後に移動クロスヘッドが停止します。 

RETURN 
試験終了後に移動クロスヘッドがポジションゼロの位置

に移動します。 

 

（３） RAPID 

早戻しの速度を設定します。 

早戻しを有効にする場合はチェックをONにしてください。 

※ クリープ試験では使用できません。 

   ONにしても、RETURN速度は試験速度となります。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン３』 
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１７-３-８． 予備負荷 

試験を開始する前に試験片に負荷している試験力をゼロとする処理や試験片の慣らし運転するた

めの機能です。 

※シングル試験の高速モードでは使用することができません。 

   

   

（１） モード 

予備負荷のモードを選択します。 

モード 説明 

OFF 予備負荷を無効にします。 

オートキャンセル 
試験を開始する前に試験片に負荷している試験力を

ゼロとします。 

予備サイクル 
試験を開始する前に試験片に対して慣らし運転を行

います。 

※予備サイクル設定時はRAPID速度でのRETURN動作は基本行えません。 

※予備サイクル設定時、試験終了後にRAPID速度でRETURN動作をさせたい場合、“試験 

終了後の動作”の設定を“RETURN”にしてください。 

 ただし、試験終了後すぐにRETURN動作をしますので、硬い試験片をご使用の場合は突 

合せによるロードセル破損にご注意ください。 

※TG、TGJの場合、“オートキャンセル”は表示されません。 

（２） 速度 

オートキャンセルまたは予備サイクルのクロスヘッドの移動速度を設定します。 

設定範囲は下記の通りです。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 



 

 90

（３） 回数 

予備サイクルの回数を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-３． サイクル回数』 

（４） MAX 

予備サイクルのMAX点制御を設定します。 

項目 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』

応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 

変位計 

      TGJ以外の場合“変位計”は表示されません。 

（５） MIN 

予備サイクルのMIN点制御を設定します。 

項目 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』

応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 

変位計 

TGJ以外の場合“変位計”は表示されません。 
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（６） １サイクル終了点 

１サイクル終了する点を選択します。 

項目 説明 

MIN点 MIN点を１サイクルの終了点とします。 

試験力ゼロ 
MIN点に到達後、試験力がゼロとなる点を１サイクル

の終了点とします。 

ポジションゼロ 
MIN点に到達後、試験機のポジション値がゼロとなる

点を１サイクルの終了点とします。 

変位計ゼロ 
MIN点に到達後、変位計がゼロとなる点を１サイクル

の終了点とします。 

TGの場合は表示されず、MIN点固定となります。 

TGJ以外の場合“変位計ゼロ”は表示されません。 

（７） 予備負荷後 

オートキャンセルまたは予備サイクル後に一時停止をするか設定します。 

一時停止を有効にする場合はチェックをONにしてください。 

※一時停止のチェックをOFFにした場合は、予備負荷終了後、自動で試験動作に移ります。 

（８） 予備負荷データ  

予備サイクルのデータを保存するか設定します。 

予備サイクルのデータを保存する場合はチェックをONにしてください。 
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１７-４． 試験制御（サイクル） 

１７-４-１． サイクル 

TGE、TGI、TGJ 

    

 

   TG 
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（１） 試験速度 

試験開始後のクロスヘッドの移動速度を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

（２） 試験力自動ゼロセット 

ONの場合、試験開始時にロードセルのゼロセットを実施します。 

※ただしゼロセットを実行して試験を開始するには、ロードセルが検出している試験力が 

次のリストの試験力未満である必要があります。 

試験機型式 試験力 

TGE、TGI 、TG、TGJ ２ %F.S. 

（３） サンプリング 

試験のデータを取得する間隔を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-２． サンプリング』 

（４） ＭＡＸ点制御 

 ＭＡＸ点を設定します。 

項目 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』

応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 

変位計 

TGJ以外の場合“変位計”は表示されません。 

“変位計”は変位計使用時のみ設定可能です。 

（５） ＭＡＸ点一時停止時間 

ＭＡＸ点にて一時停止する時間を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-４． MAX、MIN点一時停止時間』 
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（６） ＭＩＮ点制御 

 ＭＩＮ点を設定します。 

項目 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』

応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 

変位計 

TGJ以外の場合“変位計”は表示されません。 

“変位計”は変位計使用時のみ設定可能です。 

（７） ＭＩＮ点一時停止時間 

ＭＩＮ点にて一時停止する時間を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-４． MAX、MIN点一時停止時間』 

（８） 戻り試験速度 

MAX点到達後のクロスヘッドの移動速度を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

TGの場合は表示されません。 

※試験機本体のバージョンがTGEの場合はVer2.600以下、TGIの場合はVer2.000以下の

場合、本機能は使用できません。 

（９） サイクル回数 

サイクル回数を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-３． サイクル回数』 
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（１０） １サイクル終了点 

１サイクル終了する点を選択します。 

項目 説明 

MIN点 MIN点を１サイクルの終了点とします。 

試験力ゼロ 
MIN点に到達後、試験力がゼロとなる点を１サイクル

の終了点とします。 

ポジションゼロ 
MIN点に到達後、試験機のポジション値がゼロとなる

点を１サイクルの終了点とします。 

変位計ゼロ 
MIN点に到達後、変位計がゼロとなる点を１サイクル

の終了点とします。 

TGの場合は表示されず、MIN点固定となります。 

TGJ以外の場合“変位計ゼロ”は表示されません。 
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（１１） 表示対象サイクル 

サイクル数を間引いて表示することができます。 

表示対象とするサイクルを設定します。 

表示対象サイクルを有効にする場合はチェックをONにしてください。 

① 間隔指定 

表示対象とするサイクルを一定間隔にする場合に設定します。 

間隔指定を有効にする場合はチェックをONにしてください。 

② 開始サイクル 

                     一定間隔のサイクルを指定する場合の開始サイクルを設定します。 

③ 間隔 

一定間隔のサイクルを指定する場合のサイクルの間隔を設定します。 

④ 表示対象サイクル指定 

表示対象とするサイクル数を任意のサイクルで指定する場合に設定します。 

表示対象サイクル指定を有効にする場合はチェックをONにしてください。 

表示したいサイクル数をカンマ（ , ）で区切り設定します。 

表示したいサイクル数が連続している場合はサイクル数とサイクル数の間にハイフン

（ - ）を設定します。 

⑤ サンプリング（表示対象以外） 

表示対象以外のサイクル数おいて試験のデータを取得する間隔を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-２． サンプリング』 

 

例）表示するサイクル数を10サイクル目から5サイクル間隔にする場合 

  サイクル回数：100、間隔指定：チェックON 

開始サイクル：10、間隔：5 

  10 15 20 25 30・・・80 85 90 95 100 

 

例）表示するサイクル数を1～５サイクル目と9６～100サイクル目にする場合 

  サイクル回数：100、表示対象サイクル指定：チェックON 

表示対象サイクル指定：1-5 , 96-100 

   1 2 3 4 5 96 97 98 99 100 
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１７-４-２． 終了設定 

 

（１） 終了条件 

 

サイクル回数に到達する前でも、設定した条件に該当した場合試験を終わらせることができ

ます。例えば、一定の試験力まで引っ張る繰り返し試験を実施した際、試験片がある変位ま

で伸びきってしまった場合は、その時点で試験を終わらせたいというときなどに使用するこ

とができます。 

項目 単位 終了条件 

OFF   

試験力 
ｍN、cN、N、kN、ｇｆ、 

ｋｇｆ、ｔｆ 
試験力、応力値が一度

でも設定値以上とな

り、その後試験力、応

力値が設定値より下回

ったときに試験を終了

させます。 

応力 

試験片形状が糸以外の場合 

試験力／ｍｍ２、試験力／ｃｍ２、試験力

／ｍ２、Ｐａ、ｋＰａ、ＭＰａ、ＧＰａ 

試験片形状が糸の場合 

mN/tex、cN/tex、N/tex、kN/tex、 

mN/dtex、cN/dtex、N/dtex、 

kN/dtex、gf/d、kgf/d、tf/d 

ポジション ｍｍ、ｃｍ 
設定値以上になった場

合、試験を終了させま

す。 

ポジション（ひずみ） ％、μｓｔ 

変位 ｍｍ、ｃｍ 

変位（ひずみ） ％、μｓｔ 

（２） 終了後の動作 

試験終了後の試験機動作はSTOP固定です。 

（３） RAPID 

サイクルモードのとき、試験機本体はRAPID速度でのRETURN動作はできません。 
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１７-４-３． 予備負荷 

     参照：『１７-３-８．予備負荷』 
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１７-５． 試験制御（コントロール） 

シングル試験とサイクル試験を組み合わせて試験を行います。 

 

 

（１） エリア名 

エリア毎の制御へ名称を設定します。 

セルをダブルクリックすると編集できるようになります。 

10文字まで入力が可能です。空欄にした場合、初期設定のエリア1～エリア20に戻ります。 

 

（２） 制御パターン 

エリア毎の制御パターンを設定します。 

制御パターンに応じて各設定画面が表示されます。 

最大エリア数は２０です。 

制御パターン 説明 

シングル 
ポジション値の変化量を一定または、試験力の変化量

を一定に保つ制御を行います。 

ホールド 

ポジション値または試験力値を一定に保つ制御を行

います。 

ポジション値一定（リラキゼーション制御） 

試験力値一定（クリープ制御） 

サイクル 
ポジション値の変化量を一定とした、繰り返し制御を

行います。 

※“ホールド”はエリア２以降で設定可能です。 
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（３） グラフ描画なし 

グラフ描画をしないエリアを設定します。 

 

（４） 生データクリア 

生データを保存しないエリアを設定します。 

 

（５） 解析なし 

解析しないエリアを設定します。 

解析ありのエリアは1エリアのみまたは連続したエリアで設定可能です。 

例） 

パターン エリア１ エリア２ エリア３ 設定可否 

１ OFF OFF OFF 可 

２ ON OFF OFF 可 

３ OFF ON OFF 不可 

４ OFF OFF ON 可 

５ ON OFF ON 可 

６ ON ON ON 不可 

※ＯＦＦ：解析あり、ＯN：解析なし 

 

（６） 制御開始点 

制御を開始する点を選択します。 

制御開始点 説明 

試験開始点 試験を開始した点 

０.３％Ｆ.Ｓ. フルスケール値×0.003の試験力 

０.006％Ｆ.Ｓ. フルスケール値×０.000 06の試験力 

試験力 任意の試験力 

応力 任意の応力 

TG、TGJの場合、“0.006％Ｆ.Ｓ.”は表示されません。 

 

（７） 試験力自動ゼロセット 

ONの場合、試験開始時にロードセルのゼロセットを実施します。 

※ただしゼロセットを実行して試験を開始するには、ロードセルが検出している試験力が 

次のリストの試験力未満である必要があります。 

試験機型式 試験力 

TGE、TGI 、TG、TGJ ２ %F.S. 
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１７-５-１． コントロール（シングル） 

指定したエリアで、シングル試験を行います。 

    

 

（１） 試験速度種別 

試験速度の種別を設定します。 

試験速度種別 説明 

ポジション 試験速度を一定に保つ試験です。 

試験力 試験力の変化量を一定に保つ試験です。 

 

（２） イニシャル速度 

エリア開始直後の試験速度を設定します。 

試験速度種別を“試験力”に設定した場合に設定可能です。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 
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（３） 試験速度 

試験速度を設定します。 

試験速度種別を“ポジション”に設定した場合に設定可能です。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

 

（４） サンプリング 

試験のデータを取得する間隔を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-２． サンプリング』 

 

（５） 目標点到達時間 

目標点に到達する時間を設定します。 

試験速度種別を“試験力”に設定した場合に設定可能です。 

設定範囲は下記の通りです。 

 1sec～50 000sec 

 

（６） 速度リミット 

 目標点に到達するまでの速度リミットを設定します。 

（設定値より早い速度では動作しません）  

試験速度種別を“試験力”に設定した場合に設定可能です。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン２』 
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（７） 比例係数 

 比例係数を設定します。 

試験速度種別を“試験力”に設定した場合に設定可能です。 

 比例定数が大きくなると、試験力の変化幅が大きくなります。 

設定範囲は下記の通りです。 

  １～65 535 

 

（８） 積分係数 

積分係数を設定します。 

試験速度種別を“試験力”に設定した場合に設定可能です。 

積分係数が大きくなると、試験力に対する応答性が遅くなります。 

積分係数が小さくなると、目標値を行き過ぎることがあります。 

設定範囲は下記の通りです。 

 １～999 

 

（１０） 目標点 

エリアを終了する点を設定します。 

① 試験速度種別がポジションの場合、下記の設定が可能です。 

ポジション、ポジション（ひずみ）、試験力、応力、前エリアの終了点変位 

② 試験速度種別が試験力の場合、下記の設定が可能です。 

    試験力、応力 

 

（１１） 個別破断検出設定 

     チェックOFFの場合は、終了設定の設定を用いて破断検出を行います。 

     チェックONの場合は、エリア毎の個別設定を用いて破断検出を行います。 

 

設定範囲は『１７-３-７．終了設定』を参照してください。  
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１７-５-２． コントロール（ホールド） 

TGE、TGI 

    

TG、TGJ 
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（１） 保持モード 

保持モードを設定します。 

保持モード 説明 

ポジション ポジション値を一定に保ちます。 

試験力 試験力値を一定に保ちます。 

 

（２） 試験力制御種別 

試験力制御種別を設定します。 

試験力制御種別 説明 

PI制御 比例係数及び積分係数を使用したクリープ試験です。 

簡易制御 
保持試験力±クリープ幅の範囲外となると保持試験力に

なるように制御します。 

 

（３） 停止モード 

停止モードを設定します。 

停止モード 説明 

時間 指定した時間、保持モードの動作を行います。 

キー入力 キー入力するまで、保持モードの動作を行います。 

 

（４） 停止時間 

停止時間を設定します。 

停止モードを“時間”に設定した場合に設定可能です。 

設定範囲は下記の通りです。 

 1sec～999 999sec（約278時間） 

 

（５） サンプリング 

サンプリングを設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-２． サンプリング』 

 

（６） 比例係数 

 比例係数を設定します。 

 比例定数が大きくなると、試験力の変化幅が大きくなります。 

保持モードを“試験力”、試験力制御種別を“PI制御”に設定した場合に設定可能です。 

設定範囲は下記の通りです。 

    １～65 535 

TG、TGJの場合は表示されません。 
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（７） 積分係数 

積分係数を設定します。 

積分係数が大きくなると、試験力に対する応答性が遅くなります。 

積分係数が小さくなると、目標値を行き過ぎることがあります。 

保持モードを“試験力”、試験力制御種別を“PI制御”に設定した場合に設定可能です。 

設定範囲は下記の通りです。 

    １～999 

TG、TGJの場合は表示されません。 

 

（８） クリープ幅 

クリープ制御を開始する幅を設定します。 

保持試験力±クリープ幅の範囲に入るとクリープ制御を開始します。 

保持モードを“試験力”、試験力制御種別を“簡易制御”に設定した場合に設定可能です。 

TG、TGJの場合は保持試験力±クリープ幅の範囲外になるとクリープ制御を開始します。 

 

（９） 保持速度 

保持時の速度を設定します。 

保持モードを“試験力”、試験力制御種別を“簡易制御”に設定した場合に設定可能です。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

 

（１０） 個別破断検出設定 

     チェックOFFの場合は、終了設定の設定を用いて破断検出を行います。 

     チェックONの場合は、エリア毎の個別設定を用いて破断検出を行います。 

 

設定範囲は『１７-３-７．終了設定』を参照してください。  
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１７-５-３． コントロール（サイクル） 

TGE、TGI、TGJ 

    

 

TG 
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（１） 試験速度種別 

試験速度の種別は“ポジション”固定です。 

（２） 試験速度 

試験速度を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

（３） 戻り試験速度 

戻りの試験速度を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-１． 速度』の『速度パターン１』 

TGの場合は表示されません。 

※試験機本体のバージョンがTGEの場合はVer2.600以下、TGIの場合はVer2.000以下の

場合、本機能は使用できません。 

（４） サンプリング 

試験のデータを取得する間隔を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-２． サンプリング』 

（５） ＭＡＸ点制御 

 ＭＡＸ折り返し点を設定します。 

項目 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』

応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 

変位計 

前エリアの終了点変位 

TGJ以外の場合“変位計”は表示されません。 

“変位計”は変位計使用時のみ設定可能です。 

（６） ＭＡＸ点ステップ量 

 ＭＡＸ点のステップ量を設定します。 

０以外の数値が設定されている場合、1サイクル毎にMAX点へMAXステップ量を 

加算していきます。 

※単位はMAX点制御と共通の単位が選択されます。 

※ステップ制御中にＭＡＸ点が０以下になるような設定はできません。 

 またＭＡＸ点が試験力・ポジションのフルスケールを上回るような設定もできません。 
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（７） ＭＡＸ点一時停止時間 

ＭＡＸ折り返し点にて一時停止する時間を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-４． MAX、MIN点一時停止時間』 

 

（８） ＭＩＮ点制御 

 ＭＩＮ折り返し点を設定します。 

項目 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』

応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 

変位計 

前エリアの終了点変位 

TGJ以外の場合“変位計”は表示されません。 

“変位計”は変位計使用時のみ設定可能です。 

 

（９） MIN点ステップ量 

 ＭＩＮ点のステップ量を設定します。 

０以外の数値が設定されている場合、1サイクル毎にＭＩＮ点へＭＩＮステップ量を 

加算していきます。 

ステップ制御中にMAX点設定値より、MIN点設定値の方が大きくなってしまった場合、 

試験は停止せずMAX方向の動作のみ実施されるようになります。 

※単位はＭＩＮ点制御と共通の単位が選択されます。 

※ステップ制御中にＭＩＮ点が試験力・ポジションのフルスケール(+)を上回るあるいは 

フルスケール(-)を下回るような設定はできません。 

 

（１０） ＭＩＮ点一時停止時間 

ＭＩＮ折り返し点にて一時停止する時間を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-４． MAX、MIN点一時停止時間』 
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（１１） １サイクル終了点 

１サイクル終了する点を選択します。 

１サイクル終了する点を選択します。 

項目 説明 

MIN点 MIN点を１サイクルの終了点とします。 

試験力ゼロ 
MIN点到達後、試験力がゼロとなる点を１サイクルの

終了点とします。 

ポジションゼロ 
MIN点到達後、試験機のポジション値がゼロとなる点

を１サイクルの終了点とします。 

変位計ゼロ 
MIN点に到達後、変位計がゼロとなる点を１サイクル

の終了点とします。 

TGの場合は表示されず、MIN点固定となります。 

TGJ以外の場合“変位計ゼロ”は表示されません。 

 

（１２） サイクル回数 

サイクル回数を設定します。 

設定範囲は以下を参照してください。 

参照：『３８-３． サイクル回数』 
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１７-５-４． 終了設定 

参照：『１７-３-７．終了設定』 

 

１７-５-５． 予備負荷 

  参照：『１７-３-８．予備負荷』 
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１７-６． 試験片 

試験片の情報を設定します。 

試験片の情報はセンサー表示や試験制御の応力やひずみ、耐力点と解析結果を算出する際に 

使用します。 

  

 

 

１７-６-１． 材質 

試験片の材質を選択します。 

[解析項目]にて設定できる解析項目やイメージ図が材質に応じて切り替わります。 

材質 

プラスチック 金属、その他 ゴム 

 

１７-６-２． 形状 

試験片の形状を選択します。 

[システム]の“試験種類”によって選択できる項目が異なります。 

また、試験片寸法図と試験片寸法入力欄が形状に応じて切り替わります。 

 

１７-６-３． 試験片寸法図 

選択した試験片の形状と寸法対象箇所が表示されています。 

 

 

試験片寸法

入力欄 

試験片寸法図 
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１７-６-４． バッチ数、サブバッチ数 

試験片の本数を設定します。 

最大設定数はそれぞれ100です。 

※サイクル試験時には、設定することができません。 

 

１７-６-５． 寸法単位 

試験片の寸法単位を選択します。 

寸法 

試験片形状が糸以外の場合 

μｍ、ｍｍ、ｃｍ、ｍ 

試験片形状が糸の場合 

tex、dtex、d 

 

１７-６-６． ゆるみ補正 

ゆるみ補正の有無を選択します。 

ゆるみ補正は試験開始点から変位原点までの距離となります。 

引張の場合はゆるみを考慮して試料長を補正します。 

補正後の試料長＝チャック間距離＋ゆるみ値 

圧縮の場合は試料高さを補正します。 

補正後の試料高さ＝圧縮板間距離－試験力がかかるまでの移動量 

 

１７-６-７． デジタルノギス入力 

（１） デジタルノギス入力欄 

デジタルノギス入力欄に値を入力し試験片寸法入力欄の任意のセルを選択後に「確定」ボタ

ンを押すと、“入力回数”分の値を対象に“計算方法”にて計算した結果が試験片寸法入力

欄の選択したセルに表示されます。 

（２） 入力回数 

計算対象とする入力回数を選択します。 

選択範囲は１～６です。 

（３） 計算方法 

計算方法を選択します。 

計算方法 説明 

平均値 

入力された値を平均した値を確定ボタンクリック時に試験片

入力欄に反映します。 
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最大値 
入力された値の最大値を確定ボタンクリック時に試験片入力

欄に反映します。 

最小値 
入力された値の最小値を確定ボタンクリック時に試験片入力

欄に反映します。 

 

１７-６-８． 試験片寸法入力欄 

試験片寸法を入力します。 

[システム]の“試験モード”、“試験種類”と試験片の形状によって設定できる試験片寸法項目 

が異なります。 

試験片本数分の入力が可能です。 

 

１７-６-９． 代表値 

試験片寸法入力欄の任意のセルを選択後に「代表値」ボタンを押すと、選択したセル以下の行の 

値が選択したセルと同じ値になります。 

 

１７-６-１０． 自動連番 

試験片名の列に自動的に「 _ サブバッチ番号」を付加します。 

試験片名が空欄の場合は試験片No.が設定されます。 

 

１７-６-１１． 自動連番解除 

「自動連番」にて試験片名の列に自動的に付加した「 _ サブバッチ番号」を削除します。 

 

１７-６-１２． 桁数 

試験片寸法項目毎に表示桁数を設定します。 

総桁数指定または小数点以下桁数指定にて設定が可能です。 

入力範囲は総桁数指定が1～13、小数点以下桁数指定が1～8です。 
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１７-６-１３． 寸法ファイル読込 

ExcelやCSV形式で寸法ファイルを作成し、あらかじめ寸法を入力しておきます。 

「寸法ファイル読込」ボタンを押し任意の寸法ファイルを選択するとファイルから一括で試験

片寸法を読み込むことができます。 

試験片形状により寸法項目が異なりますので、読み込みたい寸法項目をファイルに記述してく

ださい。 

注記： 

本機能はExcel2010、2016で動作します。 

それ以外のバージョンでは動作保証していません。 

例） 

 

 

以下のフォーマットのファイルを用意します。 

例）試験の種類：引張、試験片形状：板、寸法単位：mm、バッチ数：2、サブバッチ数：5 

 

上記のファイルを読み込むと試験片形状、寸法単位、バッチ数、サブバッチ数、試験片名称や 

寸法が設定され次のようになります。 

バッチ毎のサブバッチ数 
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１７-６-１４． 寸法ファイル保存 

この画面で試験片形状、寸法単位、バッチ数、サブバッチ数、試験片名称や寸法で設定した内

容を、名前をつけてファイル保存することができます。 

「寸法ファイル保存」で保存した寸法ファイルは、「寸法ファイル読込」ボタン押下で読込む

ことができます。

 

 

１７-６-１５． セル移動 

試験片入力欄で値を入力し「Ｅｎｔｅｒ」キーを押した際にフォーカスが移動する方向を選択

します。 
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１７-６-１６． 定数使用 

定数入力欄を表示します。 

固有な試験片寸法値を入力する際に使用します。 

「定数使用」のチェックをONにすると有効となります。 

 

１７-６-１７． 試験片の挿入と削除 

    挿入、削除したいNo,行で右クリックすることで、試験片の挿入や削除をすることが可能です。 

     参照：『１8．試験片の挿入と削除』 
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１７-７． 解析項目 

試験終了時に表示する解析項目を設定します。 

 

 

 

 

イメージ図 

解析項目設定表示一覧

解析項目設定欄 

統計項目設定表示一覧
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１７-７-１． イメージ図 

選択した試験モードや試験種類、試験片の材質に応じた解析項目のイメージ図が表示されます。 

※コントロール試験はシングル試験と同じイメージ図が表示されます。（ピールを除く） 

 

【シングル(引張)­プラスチック】   【シングル(引張)­金属、その他】 

  

 

【シングル­ゴム】      【シングル­ピール】 

  

 

 【サイクル】 
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１７-７-２． 解析項目設定欄 

解析項目を設定します。 

解析項目に応じて対象となるボタンを押してください。 

解析項目は選択した試験モードや試験種類、試験片の材質に応じて異なります。 

参照：『解析項目 リファレンスマニュアル』 

また、任意計算式の機能を用いて、設定した解析項目を含め自由に計算式を作成し結果を出 

力することも可能です。 

参照：『２２．任意計算式を作成する』 

表示された［解析項目設定］にて“解析項目名”、“解析項目”、“種別”、“単位”、 

“フォーマット”、“パラメータ”、“情報点”、“合否判定”を設定し「ＯＫ」ボタンを押下し

ます。 

 

 

解析項目設定表示一覧に設定した解析項目名が表示されます。 

 

パラメータ 
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（１） 解析項目名 

表示する解析項目名を設定します。 

ここで設定した内容が解析項目設定一覧やレポート印刷に反映されます。 

（２） 単位表記変更 

表示する単位表記を変更し別単位を設定します。 

ここで設定した内容が解析項目設定一覧やレポート印刷に反映されます。 

チェックをONにすると有効となります。 

（３） 解析項目 

設定する解析項目を選択します。 

参照：『解析項目 リファレンスマニュアル』 

（４） 種別 

設定する解析項目の種別を選択します。 

参照：『解析項目 リファレンスマニュアル』 

（５） 単位 

解析結果の出力単位を選択します。 

参照：『解析項目 リファレンスマニュアル』 

（６） フォーマット 

解析結果の出力フォーマットを選択します。 

フォーマット 説明 

自動 有効数字4桁にて算出します。 

0 整数表示で出力します。 

0.0 少数第1桁表示で出力します。 

0.00 少数第２桁表示で出力します。 

0.000 少数第３桁表示で出力します。 

0.0000 少数第４桁表示で出力します。 

0.00000 少数第５桁表示で出力します。 

＃0 10インクリメントにて算出します。 

＃00 100インクリメントにて算出します。 

＃000 1 000インクリメントにて算出します。 

＃0000 10 000インクリメントにて算出します。 

  有効桁以下はシステム画面の書式設定の処理が適応されます。 
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（７） パラメータ 

解析条件を選択します。 

参照：『解析項目 リファレンスマニュアル』 

（８） 情報点 

[メインウィンドウ]の[グラフウィンドウ]において解析点の位置に情報点を表示します。 

チェックをONにすると有効となります。 

参照：『１７-８-８．情報点』 

（９） 合否判定 

解析結果に対して合否判定の範囲を設定します。 

[メインウィンドウ]の[試験結果]において解析結果が範囲内の場合は黒字、範囲外の場合は 

赤字で表示されます。 

上限値と下限値の単位は解析結果の出力単位と同じです。 

 

１７-７-３． 解析項目設定表示一覧 

（１）解析項目設定表示一覧 

設定した解析項目の解析項目名、種別、単位を表示します。 

印刷の有無の設定ができます。 

※ ［メインウィンドウ］の[解析結果ウィンドウ]にはここで設定した順に左から表示されま

す。 

※ 印刷のチェックがOFFの場合、[メインウィンドウ]の[解析結果ウィンドウ]には結果が表

示されますが、印刷時には出力されません。 

（２）編集 

解析項目設定表示一覧にて設定済みの解析項目を選択し「編集」ボタンを押下すると［解析項 

目設定］が表示され編集が可能です。 

（３）削除 

解析項目設定表示一覧にて設定済みの解析項目を選択し「削除」ボタンを押下すると削除が可 

能です。 

（４）並び替え 

クイックスタート一覧と同様にマウス操作により設定した解析項目の並びを替えることがで 

きます。 

参照：『１５-１．クイックスタート登録条件の並びを替える』 
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１７-７-４． 統計項目設定表示一覧 

（１）統計項目設定表示一覧 

設定した統計項目の統計項目名を表示します。 

印刷の有無の設定ができます。 

１バッチ毎の統計、全バッチの統計を行います。 

※ 印刷のチェックがOFFの場合、[メインウィンドウ]の[解析結果ウィンドウ]には結果が表 

示されますが、印刷時には出力されません。 

（２）追加 

「追加」ボタンを押下すると［統計項目設定］が表示され統計項目の設定が可能です。 

      

（３）削除 

統計項目設定表示一覧にて設定済みの統計項目を選択し「削除」ボタンを押下すると削除が可 

能です。 

（４）並び替え 

クイックスタート一覧と同様にマウス操作により設定した統計項目の並びを替えることがで 

きます。 

参照：『１５-１．クイックスタート登録条件の並びを替える』 
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１７-８． グラフ 

メインウィンドウに表示されるグラフの設定を行います。 

参照：『１9．メインウィンドウ』 

   

 

１７-８-１． グラフ選択 

設定を行いたいグラフ番号を選択します。 

   

グラフ選択 説明 

グラフ１ グラフ１の各設定が可能となります。 

グラフ２ グラフ２の各設定が可能となります。 

 

１７-８-２． グラフタイトル 

グラフのタイトルを設定します。 

試験片No.表示チェックをONにするとタイトルの表示内容が試験片No.となります。 

※重ね描きが有効な場合、あるいは試験モードがサイクル試験に設定されている場合は 

試験片No.表示チェックは表示されず、OFF固定となります。 
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１７-８-３． Ｙ軸 

（１） センサー、単位 

Y軸のセンサー種別及び単位を設定します。 

センサー 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』 

単位試験力 

応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 

変位 

変位（ひずみ） 

変位計 

変位計（ひずみ） 

時間 

高さ 

外部入力 

外部入力（ひずみ） 

 ※“変位計”“変位計（ひずみ）”は変位計使用時のみ設定可能です。 

※“外部入力”“外部入力（ひずみ）”は外部入力設定で有効となっているチャンネルのみ 

設定することができます。 

※“単位試験力”は試験種類が“ピール”の場合のみ設定可能です。 

※“ピール”試験時と“たわみ補正”試験時は“ポジション（ひずみ）”、“変位（ひずみ）” 、 

“変位計（ひずみ）”を設定することはできません。 

  ※ ポジション（ひずみ）、変位（ひずみ）、変位計（ひずみ）の%は下記の通りです。 

     変位計未使用時 ：チャック間距離に対する変化量となります。 

     変位計使用時 ：変位計の標点距離に対する変化量となります。 

（２） 名称 

Y軸のセンサーの名称を設定します。 

（３） 外部入力（グラフ） 

グラフに描画する外部入力を設定します。 

Y軸のセンサー設定においては、外部入力のいずれか１つのみの選択となります。 

（４） 最大値 

Y軸の最大値を設定します。 

オートスケールのチェックをＯＮにすると波形に応じて自動的に最大値を設定します。 

（５） 最小値 

Y軸の最小値を設定します。 

オートスケールのチェックをＯＮにすると波形に応じて自動的に最小値を設定します。 
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（６） 主分割 

Y軸の主分割数を設定します。 

（７） 補助分割 

Y軸の補助分割数を設定します。 

１７-８-４． Ｘ軸 

（１） センサー、単位 

 Ｘ軸のセンサー種別及び単位を設定します。 

センサー 単位 

試験力 

参照：『３７． センサー種別毎の設定単位一覧』 

単位試験力 

応力 

ポジション 

ポジション（ひずみ） 

変位 

変位（ひずみ） 

変位計 

変位計（ひずみ） 

時間 

高さ 

外部入力 

外部入力（ひずみ） 

（２） 名称 

Ｘ軸のセンサーの名称を設定します。 

（３） 外部入力（グラフ） 

グラフに描画する外部入力を設定します。 

複数の外部入力を同時に描画することができます。 

但し、重ね描きグラフ設定時は外部入力のいずれか１つのみの選択となります。 

（４） 最大値 

Ｘ軸の最大値を設定します。 

オートスケールのチェックをＯＮにすると波形に応じて自動的に最大値を設定します。 

（５） 最小値 

Ｘ軸の最小値を設定します。 

オートスケールのチェックをＯＮにすると波形に応じて自動的に最小値を設定 します。 

（６） 主分割 

Ｘ軸の主分割数を設定します。 

（７） 補助分割 

Ｘ軸の補助分割数を設定します。 
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１７-８-５． 重ね描き 

（１） 重ね描き 

グラフに最大200本（平均カーブを除く）まで同時に表示します。 

重ね描きを有効にする場合はチェックをONにしてください。 

（２） インチング値 

重ね描きチェックをONにするとインチング値の設定が可能となります。 

ここで設定した値分ずつX軸方向へずらして重ね描き表示します。 

インチング値の単位はX軸の単位と同じです。 

（３） 平均カーブ 

重ね描きで表示されたカーブを対象に平均カーブを重ね描きの最後尾に表示します。 

 

１７-８-６． 推移グラフ 

試験モードが“サイクル”の場合に設定が可能となります。 

[解析項目]にてサイクル毎の解析結果を折れ線グラフ（Y軸：解析結果、X軸：サイクル数）にて 

表示します。 
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１７-８-７． グラフライン表示 

グラフ線の表示色を設定します。 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

 

ダブルクリック 
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１７-８-８． 情報点 

（１） 形状 

情報点の形状を選択します。 

形状 

● ■ ▲ × ＋ ｜ — 

 

（２） 色 

情報点の色を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダブルクリック 
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１７-９． レポート 

レポートのレイアウトや入力項目などを作成します。 

 

１７-９-１． レポートデザイナ 

レポートを作成、表示する箇所です。 

デザインする領域は、デフォルトでA4縦サイズの大きさとなっています。 

1ページをはみ出す位置にアイテムを配置すると、自動で2ページ目のデザイン領域が拡張されま 

す。再度、1ページに収まる位置にアイテムを配置すると、1ページ分領域に縮小されます。 

ページは複数ページにわたりデザイン可能です。 

※試験片や解析結果などは、試験片本数により縦サイズが変更になるため、印刷時のレポートの 

デザインが変わる場合があります。 

 

 

 

 

 

レポートボタン レポートアイテム 

レポートプロパティ 

レポートデザイナ 
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１７-９-２． レポートアイテム 

各ボタンを押すとレポートデザイナ上に押したボタンのアイテムを配置します。 

項目 説明 

「タイトル」ボタン タイトルが入力できるテキストボックスを表示します。 

「試験条件」ボタン 試験条件で設定した項目を任意に選択して表示します。 

「試験片」ボタン 試験片画面で設定した情報を表示します。 

「解析結果」ボタン 解析項目画面で設定した情報を表示します。 

「グラフ」ボタン グラフ画面で設定したグラフを表示します。 

「画像」ボタン 任意の画像を表示します。 

「コメント」ボタン コメントが入力できるテキストボックスを表示します。 

「線図」ボタン 線の描画をするための線図を表示します。 

 

（１） 「タイトル」ボタン 

「タイトル」ボタンを押すとデザイン領域にテキストボックスを配置します。 

    

タイトルのテキストボックスをダブルクリックすると編集が可能となります。 

レポートデザイナ上に複数個配置ができます。 

（２） 「試験条件」ボタン 

印刷したい試験条件等の情報を選択、入力することができます。 

「試験条件」ボタンを押すと［試験条件］画面が表示されます。 

レポートデザイナ上に複数個配置ができます。 
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１）印刷 

    印刷したい項目にチェックを入れます。 

２）項目名 

印刷する項目名となります。 

任意の名称に変更することもできます。 

３）項目 

印刷したい項目を選択します。 

キーワードには任意の文字が入力でき、選択にない様々な情報を追加することができま 

す。 

４）表示内容 

空欄の項目は、任意の文字を入力できます。 

“（自動挿入）”の項目は、試験条件で設定した値が自動的に印刷されます。 

“試験日”については、1本目の試験実施が終了した年月日を自動挿入します。 

（３） 「試験片」ボタン 

「試験片」ボタンを押すとレポートデザイナ上に試験片アイテムを配置します。 

  レポートデザイナ上に１つだけ配置ができます。 

（４） 「解析結果」ボタン 

「解析結果」ボタンを押すとレポートデザイナ上に解析結果アイテムを配置します。 

レポートデザイナ上に１つだけ配置ができます。 

（５） 「グラフ」ボタン 

      「グラフ」ボタンを押すとレポートデザイナ上にグラフアイテムを配置します。 

  レポートデザイナ上に複数個配置ができます。 
印刷したいグラフについては、レポートプロパティでグラフ番号を指定します 

（６） 「画像」ボタン 

bmp、jpg、jpeg、gif、png、ico、emf、wmf、tiff、tif の画像ファイル等をレポートデ 

ザイナ上に配置できます。 

「画像」ボタンを押すと、[ファイル指定ダイアログ]が表示されます。 

（７） 「コメント」ボタン 

「コメント」ボタンを押すとレポートデザイナ上にテキストボックスを配置します。 

 

コメントのテキストボックスをダブルクリックすると編集が可能となります。 

レポートデザイナ上に複数個配置ができます。 

（８） 「線図」ボタン 

「線図」ボタンを押すとレポートデザイナ上に線図アイテムを配置します。 

レポートデザイナ上に複数個配置ができます。 
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１７-９-３． レポートボタン 

項目 説明 

「ページ設定」ボタン 

印刷時のページ情報を設定します。 

ページの変更によりデザイナ領域からはみ出すレポートア

イテムは消去されます。 

※縦方向へはページが自動拡張され削除されません 

「印刷プレビュー」ボタン 

「印刷プレビュー」をクリックすると印刷プレビュー画面が

開きます。 

※ここでの印刷プレビューでは、試験片、解析結果について

はヘッダー情報のみプレビュー表示されます。 

「レイアウトを開く」ボタン 
保存したレポートデザインをファイルに呼び出して、デザイ

ナに反映させます。 

「レイアウトを保存」ボタン 

設定したレポートデザインをファイルに保存します。 

※“試験条件”の配置は保存されますが、設定内容は保存さ

れません。レポートデザインファイルを読込んだ場合は、試

験条件の内容は改めて設定しなおす必要があります。 

 

１７-９-４． レポートプロパティ 

各レポートアイテムには以下のようなプロパティが用意されています。 

アイテム タブ 設定項目 説明 

タイトル 

設定 なし  

罫線 
線の色 タイトル枠の線の色 

枠線のスタイル タイトル枠の線種 

書式 

項目内容 

 フォントと色 
タイトル枠内の文字のフォントと色 

項目内容 

 背景色 
タイトル枠内の背景色 

位置 タイトル枠内の文字の配置 

試験条件 

設定 列数 
項目名と表示内容のセットを1行に何個表示

するかの数 

罫線 
線の色 試験条件枠の線の色 

枠線のスタイル 試験条件枠の線種 

書式 

項目名称 

 フォントと色 
項目名称の文字のフォントと色 

項目名称 

 背景色 
項目名称領域の背景色 
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項目内容 

 フォントと色 
項目内容の文字のフォントと色 

項目内容 

 背景色 
項目内容領域の背景色 

位置 試験条件枠内の文字の配置 

試験片 

設定 

試験片色 

試験片No.の印字色 

※試験片No.とは“1-1”の表示のこと 

 

・なし 

 全ての試験片No.が黒色で印刷 

 

・グラフ１、グラフ２ 

 選択したグラフNo.が“個別グラフ”か 

“重ね描きグラフ”かで色が変わります。 

 【個別グラフの場合】 

  選択したグラフNo.に表示されている 

試験片No.だけが、個別グラフ描画色 

で印刷されます。 

 【重ね描きグラフ】 

  試験片No.が重ね描きグラフに描画さ 

  れている色と同じ色で印刷されます。 

重ね描きグラフに描画されていない 

試験片No.については黒色で印刷され 

ます。 

列数 1行の列数 

印字範囲 

 開始バッチ 

 終了バッチ 

【シングル・コントロール】 

開始バッチから終了バッチで設定した範

囲のみ試験片の情報を印刷します。 

※最大で1 000本の情報が印刷可能でき 

 ます。 

【サイクル】 

使用しません。 

罫線 
線の色 試験片の罫線の色 

枠線のスタイル 試験片の罫線の線種 
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 書式 

項目名称 

 フォントと色 
項目名称の文字のフォントと色 

項目名称 

 背景色 
項目名称領域の背景色 

項目内容 

 フォントと色 

項目内容の文字のフォントと色 

項目内容 

 背景色 

項目内容領域の背景色 

位置 試験条件枠内の文字の配置 

解析結果 

設定 

試験片色 
試験片アイテムの試験片色の説明と同じにな

ります。 

合否判定の書式 
解析項目の合否判定機能で不合格になった値

の印刷方法 

列数 1行の列数 

印字範囲 

 開始バッチ 

 終了バッチ 

 または、 

 開始回数 

 シフト数 

 最終データ 

【シングル・コントロール】 

開始バッチから終了バッチで設定した範

囲のみ解析結果を印刷します。 

※最大で1 000本の解析結果が印刷でき 

 ます。 

【サイクル】 

開始回数から設定したシフト数の間隔で 

最終データまで解析結果を印刷します。 

※最大で1 000サイクルの解析結果が 

 印刷できます。 

罫線 
線の色 解析結果の罫線の色 

枠線のスタイル 解析結果の罫線の線種 

書式 

項目名称 

 フォントと色 
項目名称の文字のフォントと色 

項目名称 

 背景色 
項目名称領域の背景色 

項目内容 

 フォントと色 
項目内容の文字のフォントと色 

項目内容 

 背景色 
項目内容領域の背景色 

位置 試験条件枠内の文字の配置 
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グラフ 

設定 グラフ 
印刷したいグラフをグラフ１～２の中から選

択 

罫線 なし  

書式 なし  

画像 

設定 なし  

罫線 なし  

書式 なし  

コメント 

設定 「タイトル」と同じ  

罫線 「タイトル」と同じ  

書式 「タイトル」と同じ  

線図 

設定 なし  

罫線 

線種 線図の種類 

太さ 線図の太さ 

線の色 線図の色 

書式 なし  
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１８． 試験片の挿入と削除 

試験片寸法一覧に試験片を挿入または削除する場合の操作の流れを説明します。 

 

１８-１． 試験片寸法一覧に試験片を挿入する 

①  [試験条件作成画面]の試験片を表示します。 

  

②  試験片寸法一覧で挿入したいNo,行で右クリックします。 

  

 ポップアップリストが表示されるので、「追加」を選択してクリックします。 

 

右クリック 

追加を選択して 

クリック 
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③  選択したNo.に選択したNo行と同じの値の行が挿入されます。 

  

 

試験片寸法一覧に

挿入 
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１８-２． 試験片寸法一覧から試験片を削除する 

①  [試験条件作成画面]の試験片を表示します。 

  

 

② 試験片寸法一覧で削除したいNo,行で右クリックします。 

  

 ポップアップリストが表示されるので、「削除」を選択してクリックします。 

 

右クリック 

削除を選択して 

クリック 
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③ 選択したNo.行が削除されます。 

  

 

 

 注意：１つのバッチで全サブバッチを削除することはできません。 

       最低１つのサブバッチが存在する必要があります。 

試験片寸法一覧か

ら削除 
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１９． メインウィンドウ（試験、レポート画面）の説明 

 

 

 

 

 

 

メニュー

ボタン 

センサー 

試験片 

ウィンドウ 

解析結果 

ウィンドウ 

グラフ１ 

ウィンドウ 

グラフ2 

ウィンドウ 
状態表示 

ウィンドウ 
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１９-１． メニュー 

１９-１-１． メニュー（ファイル） 

（１） ファイル読み込み 

［グラフウィンドウ］で出力したデータファイル（.scd）を読み込み、バッチを追加して解 

析対象のデータとして追加することができます。 

※サイクル試験ではファイル読み込みを行うことはできません。 

（２） 生データ出力 

① 全バッチ出力 

試験を終了した全ての生データをCSV形式にて1つのファイルに横並びに出力します。 

出力する生データの種別はセンサー表示で選択した種別となります。 

② サブバッチ分割出力 

試験を終了した全ての生データをCSV形式にて1つずつ個別のファイルに出力します。 

出力する生データの種別はセンサー表示で選択した種別となります。 

③ 読込み用データ出力 

試験を終了した全ての生データをTab区切りにて１つずつ個別のファイルに出力します。 

TgAnestで読込むためのファイルとなります。 

※試験モードがサイクルのとき、本機能は使用できません。 

  参照：『３１．読込み用生データを読込む』 

（３） グラフ画像出力 

① グラフ１ウィンドウ 

［グラフ１ウィンドウ］のグラフ画像をWMF形式にてファイル出力します。 

表示されているグラフの解析結果も付け加えて表示することもできます。 

② グラフ２ウィンドウ 

［グラフ２ウィンドウ］のグラフ画像をWMF形式にてファイル出力します。 

表示されているグラフの解析結果も付け加えて表示することもできます。 
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（４） 試験結果出力 

① レポート 

［試験条件作成画面］で作成したレポート印刷の内容をPDF形式にてファイル出力します。 

② 解析結果 

［解析結果］の解析結果をCSV形式にてファイル出力します。 

③ 極大極小点 

※試験種類が“ピール”の場合のみ設定が可能です。 

・全バッチ出力 

試験を終了した全ての生データの極大点、極小点を試験力にて大きい順にソートして

CSV形式にて1つのファイルに横並びに出力します。 

出力する生データの種別はセンサー表示で選択した種別となります。 

試験力と変位についてはデフォルトにて出力されます。 

・サブバッチ分割出力 

試験を終了した全ての生データの極大点、極小点を試験力にて大きい順にソートして

CSV形式にて1つずつ個別のファイルに出力します。 

出力する生データの種別はセンサー表示で選択した種別となります。 

試験力と変位についてはデフォルトにて出力されます。 

 

１９-１-２． メニュー（クリップボード） 

（１） グラフ１ウィンドウ 

［グラフ１ウィンドウ］のグラフ画像をクリップボードに保存します。 

クリップボードに保存した画像はMicrosoft ExcelやWordなどで貼り付けをすると、保存し 

た画像が表示されます。 

（２） グラフ２ウィンドウ 

［グラフ２ウィンドウ］のグラフ画像をクリップボードに保存します。 

クリップボードに保存した画像はMicrosoft ExcelやWordなどで貼り付けをすると、保存し 

た画像が表示されます。 

（３） 解析結果 

［解析結果］の解析結果をTab区切りでクリップボードに保存します。 

クリップボードに保存したテキストはMicrosoft ExcelやWordなどで貼り付けをすると、保 

存されたテキストをコピーすることができます。 
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１９-１-３． メニュー（操作） 

（１） 試験 

① START 

試験を開始します。 

② PAUSE 

試験を一時停止します。 

一時停止中はSTARTがRESTARTとなります。 

一時停止を解除する場合はRESTARTをクリックします。 

TGの場合は表示されません。 

③ STOP 

試験を停止します。 

④ RETURN 

ポジションゼロの位置に移動クロスヘッドを移動します。 

（２） ゼロ調整 

① LOAD 

センサーの試験力表示をゼロにします。 

② POSITION 

センサーのポジション表示をゼロにします。 

③ ELONG 

センサーの変位計表示をゼロにします。 

④ EXTERNAL 

外部入力の表示をゼロにします。 

※試験条件で“EXTERNAL ZERO”の設定にチェックを入れたものに限ります。 

参照：『１7-２-４．外部入力 （１）外部入力１～６』 

⑤ LOAD（全レンジ） 

LOADの全レンジについて試験力表示をゼロにします。 

TGE、TGIの場合は表示されません。 

⑥ ELONG（全レンジ） 

変位計の全レンジについて変位計表示をゼロにします。 

TGE、TGIの場合は表示されません。 
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（３） データ処理 

① 条件変更 

［試験条件作成画面］を表示して試験条件を変更することができます。 

② 試験片寸法入力 

［試験片寸法］を表示して試験片寸法を変更することができます。 

③ 印刷 

・レポート 

［試験条件作成画面］で作成したレポートレイアウトを印刷プレビューにて表示します。 

・グラフ１ウィンドウ 

［グラフ１ウィンドウ］に表示されているグラフを印刷プレビューにて表示します。 

表示されているグラフの解析結果も付け加えて表示することもできます。 

・グラフ２ウィンドウ 

［グラフ２ウィンドウ］に表示されているグラフを印刷プレビューにて表示します。 

表示されているグラフの解析結果も付け加えて表示することもできます。 

④ 結果保存 

・上書き保存 

既に保存されているレポートファイルに試験結果を上書き保存することができます。 

・名前を付けて保存 

任意の場所に試験結果を保存することができます。 

⑤ 新規試験開始 

試験結果を全てクリアし新規に試験を開始できます。 

⑥ 続けて試験開始 

レポートの続きから試験を開始できます。 

⑦ メインメニュー 

［メインウィンドウ］を閉じて［メインメニュー］に戻ります。 
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１９-１-４． メニュー（グラフ） 

（１） グラフ１ウィンドウ 

① 前の試験片 

グラフ１ウィンドウに１つ前の試験片のデータを表示します。 

② 次の試験片 

グラフ１ウィンドウに１つ次の試験片のデータを表示します。 

（２） グラフ２ウィンドウ 

① 前の試験片 

グラフ２ウィンドウに１つ前の試験片のデータを表示します。 

② 次の試験片 

グラフ２ウィンドウに１つ次の試験片のデータを表示します。 

 

１９-１-５． メニュー（表示） 

（１） 試験ボタン 

試験ボタンの表示／非表示を設定します。 

（２） ゼロ点調整ボタン 

ゼロ点調整ボタンの表示／非表示を設定します。 

（３） データ処理ボタン 

データ処理ボタンの表示／非表示を設定します。 

（４） センサー表示 

センサー表示の表示／非表示を設定します。 

（５） 解析結果ウィンドウ 

［解析結果］の表示／非表示を設定します。 

（６） 試験片ウィンドウ 

［試験片寸法］の表示／非表示を設定します。 

（７） 状態表示 

状態表示の表示／非表示を設定します。 

（８） グラフ１ウィンドウ 

［グラフ１ウィンドウ］の表示／非表示を設定します。 

（９） グラフ２ウィンドウ 

［グラフ２ウィンドウ］の表示／非表示を設定します。 
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１９-１-６． メニュー（ウィンドウ） 

（１） 初期配置に戻す 

各画面を初期配置に戻します。 

（２） 重ねて表示 

各画面を重ねて表示します。 

（３） 左右に並べて表示 

各画面を左右に並べて表示します。 

（４） 上下に並べて表示 

各画面を上下に並べて表示します。 

（５） グラフ１ウィンドウ 

［グラフ１ウィンドウ］をアクティブ状態にします。 

（６） グラフ２ウィンドウ 

［グラフ２ウィンドウ］をアクティブ状態にします。 

（７） 解析結果 

［解析結果］をアクティブ状態にします。 

（８） 試験片寸法 

［試験片寸法］をアクティブ状態にします。 

 

１９-１-７． メニュー（バージョン） 

［バージョン情報］を表示します。 
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１９-２． 試験ボタン 

 

 

 参照：『１９-１-３．操作 （１）試験』 

 

１９-３． ゼロ点調整ボタン 

 

 

 参照：『１９-１-３．操作 （２）ゼロ点調整』 

 

１９-４． データ処理ボタン 

 

 

 参照：『１９-１-３．操作 （３）データ処理』 
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１９-５． グラフウィンドウ 

 

 

    グラフウィンドウを右クリックするとポップアップリストが表示され各設定ができます。 

機能 

使用可能条件 

個別グラフ 重ね描きグラフ 
外部入力グラフ

（複数描画） 

グラフオプション ○ ○ ○ 

グラフ拡大 ○ ○ ○ 

平均カーブ描画  ○  

再解析 ○   

コントロールポイント ○   

情報点 ○   

解析範囲変更 ○   

極大極小点有効幅変更 ○   

無効振幅試験力変更 ○   

グラフデータ出力 ○   ○ 

データ参照 ○   

リサージュ ○   
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（１） グラフオプション 

［グラフオプション画面］を表示しグラフの軸の設定などの設定ができます。 

参照：『１７-８．グラフ』 

（２） グラフ拡大 

マウス操作によりグラフを拡大することができます。 

［グラフウィンドウ］上を上側から下側へドラッグすると点線の枠が表示され、点線の枠内

を拡大します。 

［グラフウィンドウ］上を下側から上側へドラッグすると元の表示に戻ります。 

グラフ拡大機能を無効にするには再度選択しチェックをOFFにしてください。 

（３） 平均カーブ描画 

重ね描きで表示されたカーブを対象に平均カーブを重ね描きの最後尾に表示します。 

（４） 再解析 

解析結果をマウス操作にて任意の位置に再解析することができます。 

[試験条件作成画面]の解析項目にて設定した解析項目の中で再解析可能な項目のみ解析項目 

が表示されます。 

（５） コントロールポイント 

マウス操作にて任意の位置を指定し解析結果とすることができます。 

[試験条件作成画面]の解析項目にてコントロールポイントを設定した場合に選択が可能です。 

（６） 情報点 

解析結果をグラフ上にマークにて表示することができます。 

（７） 解析範囲変更 

※“試験種類”が“ピール”の場合のみ設定が可能です。 

マウス操作にて解析範囲を変更することができます。 

（８） 極大極小点有効幅変更 

※“試験種類”が“ピール”の場合のみ設定が可能です。 

マウス操作にて極大極小点算出範囲を変更することができます。 

（９） 無効振幅試験力変更 

※“試験種類”が“ピール”の場合のみ設定が可能です。 

値を入力して無効振幅試験力を変更することができます。 

（１０） グラフデータ出力 

ファイル読み込み用のデータファイルを出力します。 

  ※サイクル試験時は出力することができません。 
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（１１） データ参照 

[データ参照画面]を表示し、グラフデータの指定位置のX軸値、Y軸値を参照することができ

ます。 

（１２） リサージュ 

[リサージュ画面]を表示し、グラフデータの指定位置をX軸0またはY軸0へシフトすること

ができます。 
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１９-６． 試験片寸法ウィンドウ 

試験片情報の表示や変更を行うことができます。 

 

 

（１） 試験片寸法一覧 

［試験条件作成画面］にて設定した試験片寸法を表示します。 

また、試験片寸法を変更することができます。 

 

（２） 「更新」ボタン 

試験片寸法一覧にて直接寸法を変更し「更新」ボタンを押すと試験片寸法が有効となります。 
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１９-７． 解析結果 

試験が完了したデータの解析結果の表示や次試験位置の決定、グラフウィンドウに表示する グ

ラフの選択などを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 解析結果一覧 

［試験条件作成画面］にて設定した解析項目と統計項目の結果を表示します。 

（２） 次試験位置 

次に試験する試験片を選択します。 

試験が終了した試験片は緑色のチェックマークが表示されます。 

（３） グラフ１ウィンドウグラフ表示 

[グラフ１ウィンドウ]に表示する試験片を選択します。 

個別描きグラフの場合は1箇所のみ選択可能です。 

重ね描きグラフの場合は最大200箇所選択可能です。 

（４） グラフ２ウィンドウグラフ表示 

[グラフ２ウィンドウ]に表示する試験片を選択します。 

選択範囲は（３）と同様です。 

（５） 統計除外 

チェックONにした試験片を統計対象から除外します。 

統計除外した試験片の解析結果は印刷されません。 

 

  

解析結果一覧 次試験位置 グラフ１ウィンドウグラフ表示 

グラフ２ウィンドウグラフ表示 

統計除外 
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（６） 試験片挿入、削除 

［解析結果］においても［試験条件作成画面］の試験片と同様に試験片の挿入と削除ができ

ます。 

参照：『１８. 試験片の挿入と削除』 

（７） 生データ読込み 

試験未実施の試験片にTgAnestで出力した“読込み用生データファイル”を読込んで試験

結果として追加することが出来ます。 

※試験モードがサイクルのとき、本機能は使用できません。 

参照：『３１. 読込み用生データを読込む』 

（８） 旧型式生データ読込み 

試験未実施の試験片に“旧型式の生データファイル”を読込んで試験結果として追加するこ

とが出来ます。 

参照：『３２. 旧型式生データを読込む』 

（９） 再解析の再計算禁止を解除 

解析結果一覧黄色い枠（再解析実施済みのセル）を右クリックすると、再解析によるの再計

算禁止を解除することができます。 

参照：『２６.解析結果の再解析を行う』 

（１０） 破断伸び入力 

解析結果一覧に「破断伸び」が設定されている場合、解析結果一覧の破断伸びの値を表示す 

るセル部分をダブルクリックすると、破断伸び値を入力することができます。 

※ 試験実行前のサンプルはダブルクリックしても値を入力することはできません。 

参照：『１９-８.破断伸びを入力』 

（１１） 突き合せ伸び入力 

解析結果一覧に「突き合せ伸び」が設定されている場合、解析結果一覧の突き合せ伸びの値 

を表示するセル部分をダブルクリックすると、突き合せ伸び値を入力することができます。 

※ 試験実行前のサンプルはダブルクリックしても値を入力することはできません。 

参照：『１９-９.突き合せ伸びを入力』 
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１９-８． 破断伸びを入力 

解析項目に破断伸びが設定されている場合、試験が終了した試験片に対して、破断伸びの列をダ 

ブルクリックすると破断伸び入力画面が表示され、破断伸びを入力することができます。 

       
 

 

       
 

   破断伸び入力画面で伸び量を入力し、「OK」ボタンをクリックすると、入力した値が解析結果 

ウィンドウに反映されます。 

 

入力する試験片 

のセルをダブル

クリックしてく

ださい。 
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１９-９． 突き合せ伸びを入力 

解析項目に突き合せ伸びが設定されている場合、試験が終了した試験片に対して、突き合せ伸び 

の列をダブルクリックすると破断時試料長入力画面が表示され、破断時試料長を入力することが 

できます。 

       
 

 

 

 

 

 

 

       
 

   破断時試料長入力画面で破断時試料長を入力し、「OK」ボタンをクリックすると、入力した値が 

       解析結果ウィンドウに反映されます。 

 

入力する試験片のセルを 

ダブルクリックしてください。 
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１９-１０． 絞りを入力 

解析項目に“絞り”が設定されている場合、試験が終了した試験片に対して、絞りの列をダブルク 

リックすると絞り入力画面が表示され、絞りを入力することができます。 

 

    

 

 

 

 

 

    

絞り入力画面で試験後の試験片の寸法を入力し、「OK」ボタンをクリックすると、入力した値が 

解析結果ウィンドウに反映されます。 

 

入力する試験片のセルを 

ダブルクリックしてください。 
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１９-１１． メモを入力 

解析項目に“メモ”が設定されている場合、試験が終了した試験片に対して、メモの列をダブルク 

リックするとメモ入力画面が表示され、メモを入力することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

    

メモ入力画面で任意の文字列を入力し、「OK」ボタンをクリックすると、入力した文字列が解析 

結果ウィンドウに反映されます。 

 

入力する試験片 

のセルをダブル

クリックしてく

ださい。 



 

 159

１９-１２． 試験機の状態 

状態表示ウィンドウの試験機の状態は、試験機の動作状態やエラー状態を表示します。 

 

 

表示 説明 

停止中 試験待機状態 

試験中 試験、または予備サイクルを行っている状態 

RETURN中 RETURN動作状態 

上昇中 マニュアル操作でクロスヘッドが上昇している状態 

下降中 マニュアル操作でクロスヘッドが下降している状態 

オートキャンセル中 
オートキャンセル動作状態 

TG、TGJの場合は表示されません。 

一時停止中 試験中の一時停止状態 

ER-AD 

ADを正常に読込めなかった状態 

【対処方法】 

試験機本体の電源を再投入してください。電源を再投入しても表示が出るよ

うでしたら、弊社までご連絡ください。 

TG、TGJの場合は表示されません。 

ER-EEP 

電源投入時にEEPROMから正常にデータを読込むことができなかった状態

【対処方法】 

試験機本体の電源を再投入してください。電源を再投入しても表示が出るよ

うでしたら、弊社までご連絡ください。 

TG、TGJの場合は表示されません。 

NC 

試験機にロードセルが正しく接続されていない状態、 

またはロードセルが故障している状態 

【対処方法】 

試験機本体にロードセルが接続されていることを確認してください。または、

断線がないか確認してください。 

E-STOP 

EMERGENCYスイッチが押されている状態 

【対処方法】 

試験機本体のEMERGENCYスイッチを解除し、SETスイッチを押してくだ

さい。 
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M-STOP 

試験開始時、既に試験力またはポジションがMAX設定値に達している状態 

【対処方法】 

試験力値またはポジション値がＭＡＸ設定値または試験終了点に到達してい

るか確認してください。到達している場合は、試験開始前の状態にクロスヘ

ッドを移動するか、試験条件でＭＡＸ設定値または試験終了点の値を大きく

してください。 

TGの場合は表示されません。 

L-STOP 

ストロークリミット作動中の状態 

【対処方法】 

試験機本体のストロークリミットを解除し、SETスイッチを押してください。

S-STOP 

サーボアンプ異常停止機能が作動している状態 

【対処方法】 

試験機本体のSETスイッチを押してください。 

P-STOP 

動作中にも関わらず、エンコーダからパルスが入ってこない状態 

【対処方法】 

試験機本体の電源を再投入してください。電源を再投入しても表示が出るよ

うでしたら、弊社までご連絡ください。 

L-SLIMIT 

試験力のソフトウェアリミットを超えた状態 

（試験条件のシステム画面のロードセル・試験力ＡＭＰリミットにて設定）

【対処方法】 

試験条件のシステム画面のロードセル・試験力ＡＭＰ設定のリミット値を確

認してください。 

TGの場合は表示されません。 

P-SLIMIT 

ポジションのソフトウェアリミットを超えた状態 

（試験条件のセンサー画面のポジションリミットにて設定） 

【対処方法】 

試験条件のセンサー画面のポジションリミット値を確認してください。 

TGの場合は表示されません。 

E-SLIMIT 

変位計のソフトウェアリミットを超えた状態 

（試験条件のセンサー画面の変位計リミットにて設定） 

【対処方法】 

試験条件のセンサー画面の変位計設定のリミット値を確認してください。 

TGの場合は表示されません。 
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OL 

ロードセルに設定レンジの102 %以上の負荷がかかっている状態、 

または過負荷によりロードセルが破損している状態 

【対処方法】 

試験機本体のマニュアル操作にて、除荷方向へ移動クロスヘッドを動かして、

オーバーロード状態から抜けてください。 

除荷後も「OL」の表示がされるようでしたら、弊社までご連絡ください。 

-OL 

ロードセルに設定レンジの- 102 %以下の負荷がかかっている状態、 

または過負荷によりロードセルが破損している状態 

【対処方法】 

試験機本体のマニュアル操作にて、除荷方向へ移動クロスヘッドを動かして、

オーバーロード状態から抜けてください。 

除荷後も「-OL」の表示がされるようでしたら、弊社までご連絡ください。

OS 

伸び計がプラス側オーバースケールになっている状態 

【対処方法】 

試験機本体のマニュアル操作にて、除荷方向へ移動クロスヘッドを動かして、

オーバースケール状態から抜けてください。 

解除後も「OS」の表示がされるようでしたら、弊社までご連絡ください。 

-OS 

伸び計がマイナス側オーバースケールになっている状態 

【対処方法】 

試験機本体のマニュアル操作にて、除荷方向へ移動クロスヘッドを動かして、

オーバースケール状態から抜けてください。 

解除後も「-OS」の表示がされるようでしたら、弊社までご連絡ください。
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２０． たわみ補正を使ってみる 

２０-１． たわみ補正とは 

 試験機のポジション値の変化量からロードセルや移動クロスヘッドなどのたわみ量をキャンセルする

 ことにより、試験片の変化量をより高精度に測定するための補正です。 

 ※本機能は金属の様な変位量が小さく、大きな試験力を負荷する試験を行う際に使用します。 

※引張の補正は圧縮の補正式を使用します。 

  【試験力を負荷する前の状態】   【試験力を負荷した時の状態】 

 

 

試験機の動作  

 

 

 

 

移動クロスヘッド 

とロードセル 

 

 

  

 

  

 

試験力をかける事によって生じる移動クロスヘッドやロードセル

の変化によって発生した変位差をキャンセルするための補正です。 
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２０-２． たわみ補正のデータを作成する 

たわみ補正を行うために、移動クロスヘッドやロードセルなどがどれだけたわむか試験を行いま 

す。 

    試験機本体に試験を行うジグを取り付けてください。 

    新規試験条件作成画面から下記の設定を行ってください。 

       
① 試験モードを“シングル”に設定してください。 

② 試験種類 を“たわみ補正”に設定してください。 

③ 試験制御画面を開き、試験速度を設定してください。 

      

※試験速度が速いとロードセルを破損することがあります。 

    1 などの遅い速度で行ってください。 

④ 試験終了点にたわみ補正する試験力の最大値を設定してください。 

⑤ 条件保存ボタンをクリックし、0 N～試験終了点までの試験を行ってください。 

⑥ 試験条件で結果保存ボタンをクリックして、.twmファイルを作成してください。 

 

  ※たわみ補正ファイルはジグを交換した際は再度取得してください。 

        試験を行うジグにより、たわみ量が異なります。 
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２０-３． たわみ補正のデータを使用して試験を開始する 

  

① 実際に試験を行う試験条件を作成し、センサー画面のたわみ補正設定で使用するにチェック 

を入れ、補正ファイル選択ボタンをクリックし、既に取得済みの“たわみ補正ファイル”を 

設定してください。 

 

② 条件保存ボタンをクリックし、試験を開始してください。 
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２１． 原点検出の操作方法 

原点検出とは、絶対変位を取得する為の機能です。 

原点検出方法は下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 原点検出ジグを試験機に挿入してください。 

② 原点検出画面の「開始」ボタンをクリックすると確認メッセージが表示され、「OK」ボタン 

をクリックすると、原点検出ジグを圧縮します。 

③ 完了すると、確認メッセージが表示されますので原点検出ジグを取り外し、「OK」ボタンを 

クリックしてください。 

④ 試験条件で設定された“基準高さポジション”までクロスヘッドが移動します。 

⑤ 試験を行う試験片を挿入し、試験を開始してください。 

 

注意：原点検出は試験機のSTOPボタンで停止することはできません。 

原点検出を途中で停止したい場合は、画面の停止ボタンをクリックしてください。 

 

① 原点検出ジグの挿入 ②原点検出ジグを圧縮 ③原点検出ジグの取り外し 

④基準高さまで移動 ⑤試験片の挿入 原点検出画面 
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２２． 任意計算式を作成する 

[試験条件画面]の[解析項目画面]にある「任意計算式」ボタンをクリックすると、任意計算式を作成する

画面が表示されます。 

ここでは、[任意計算式作成画面]と機能の説明をします。 

 

 

（１） 解析項目名 

任意の解析項目名を入力できます。 

（２） 単位表記変更 

任意の単位を入力できます。 

（３） 解析項目 

解析項目を任意計算式1～任意計算式20の中から選択し、各々で計算式が作成できます。 

（４） フォーマット 

解析結果の出力フォーマットを指定します。 

  参照：『１７-７-２． 解析項目設定欄 （６）フォーマット』 

（５） 合否判定 

解析結果に対して合否判定の範囲を設定します。 

  参照：『１７-７-２． 解析項目設定欄 （９）合否判定』 
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（６） 計算式 

作成した計算式がここに表示されます。 

（７） 「確認」ボタン 

計算式が正しく作成されているかを確認します。 

  式に誤りがある場合はメッセージが表示されます。 

（８） 「関数」ボタン 

関数ボタンをクリックすると、“計算式”に関数が入力されます。 

（９） 「演算子」ボタン 

演算子ボタンをクリックすると“計算式”に演算子が入力されます。 

（１０） 選択リスト 

計算式に使用することができる解析項目などが表示されます。 

試験片の寸法は常時表示されますが、解析項目に関しては解析項目で設定した項目のみ表示 

されます。 

（１１） 「開く」ボタン 

予め保存しておいた任意計算式を読込んで計算式を表示します。 

（１２） 「保存」ボタン 

作成した計算式を、名前をつけて保存することができます。 

  保存した計算式は、「開く」ボタンから読込むことができます。 

（１３） 「OK」ボタン 

作成した計算機を確定し、解析項目にセットします。 

（１４） 「キャンセル」ボタン 

作成した計算式を破棄し、[任意計算式作成画面]を閉じます。 
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２３． 変位設定用の計算式を作成する  

[試験条件画面]の[センサー画面]にある「計算式設定」ボタンをクリックすると、変位設定用の計算式を

作成する画面が表示されます。 

ここでは、[変位設定用計算式作成画面]と機能の説明をします。 

 

 

（１） 項目名 

任意の項目名を入力できます。 

（２） 計算式 

作成した計算式がここに表示されます。 

（３） 「確認」ボタン 

計算式が正しく作成されているかを確認します。 

  式に誤りがある場合はメッセージが表示されます。 

（４） 「関数」ボタン 

関数ボタンをクリックすると、“計算式”に関数が入力されます。 

（５） 「演算子」ボタン 

演算子ボタンをクリックすると“計算式”に演算子が入力されます。 

（６） 選択リスト 

計算式に使用することができる項目が表示されます。 

項目に関しては項目で設定した項目のみ表示されます。 
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（７） 「開く」ボタン 

予め保存しておいた計算式を読込んで計算式を表示します。 

（８） 「保存」ボタン 

作成した計算式を、名前をつけて保存することができます。 

  保存した計算式は、「開く」ボタンから読込むことができます。 

（９） 「OK」ボタン 

作成した計算機を確定し、解析項目にセットします。 

（１０） 「キャンセル」ボタン 

作成した計算式を破棄し、[変位設定用計算式作成画面]を閉じます。 
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２４． レポート一覧画面の説明 

使用する試験機の型式毎にファイルの拡張子が異なります。 

TgAnestのバージョン 試験機型式 拡張子 

Ver.3.000以降 

TG ｒｐａ 

TGE ｒｐｅ 

TGI ｒｐｉ 

TGJ ｒｐｊ 

Ver.2.900以前 

TG ｒｐｆａ 

TGE ｒｐｆｅ 

TGI ｒｐｆｉ 

※Ver.3.000以降のTgAnestではVer.2.900以前の拡張子のファイルも表示され、読込み可能です。 

※Ver.2.900以前のレポートファイルを開くと、Ver.3.000以降の拡張子へのコンバートを行います。 

 

 

   

（１） 「レポート表示」ボタン 

任意のレポートファイルを選択し「レポート表示」ボタンを押すと選択したレポートファイ

ルの内容で［メインウィンドウ］を表示します。 

レポートファイル名をダブルクリックしても同様の動作となります。 

（２） 「レポートコピー」ボタン 

任意のレポートファイルを選択し「レポートコピー」ボタンを押し任意のディレクトリを指

定すると選択したレポートファイルをコピーします。 

（３） 「レポート削除」ボタン 

任意のレポートファイルを選択し「レポート削除」ボタンを押すと選択したレポートファイ

ルが削除されゴミ箱に移動します。 
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（４） 「バックアップ表示」ボタン 

「バックアップ表示」ボタンを押すと前回試験が終了した時点の状態で［メインウィンドウ］

を表示します。 

※バックアップ表示はレポートを保存し忘れたときや、ＰＣにトラブルが発生した 

 場合でも、直前の試験結果を表示することができます。 

（５） 「メインメニュー」ボタン 

［メインメニュー］に戻ります。 

（６） 検索範囲 

          検索対象とする日付の範囲を設定します。 

（７） 検索項目 

         検索対象とする項目を選択します。 

（８） 検索キーワード 

検索項目において検索したい文字列を入力します。 

入力した文字列の前後にアスタリスク“*”をつけることで、入力した一部を含んだファイル 

を検索することができます。 

（９） 「検索」ボタン 

検索を開始し検索条件に一致したレポートファイルを一覧画面に表示します。 

検索後は一覧画面が青字となります。 

（１０） 「クリア」ボタン 

         検索条件をクリアして検索前のレポートファイルを一覧画面に表示します。 
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２５． 試験結果を開く（レポート） 

試験結果を開く場合の操作の流れを説明します。 

 

① [メインメニュー]を表示して、「レポート」ボタンを押します。 

  

 

② [レポート一覧]が表示されます。 

 

 

表示したいレポートファイルを選択し、「レポート表示」ボタンを押します。

クリック 
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③ 「レポート表示」ボタンを押すと、レポートファイルの内容にて[メインウィンドウ]が表示さ 

  れます。 
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２６． 解析結果の再解析を行う 

解析結果（最大点）の再解析をする場合の操作の流れを説明します。 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、[グラフウィンドウ]上で右クリックします。 

   

  ポップアップリストが表示されるので、「再解析」の「最大点」を選択してクリックします。 

 

② マウス操作にてグラフ線上の任意のデータプロット位置を移動する。 

   

右クリック 

再解析の最大点を選択して 

クリック 

マウス操作にて 

グラフ線上の任意の 

データプロット位置を移動 
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③ 位置が確定したら再度［グラフウィンドウ］上を右クリックする。 

   
  ポップアップリストが表示されるので、「確定」を選択してクリックします。 

 

④ 再解析の結果が確定し情報点が移動します。 

また、再解析の結果は［解析結果］に反映されセルがオレンジ色に変化します。 

セルがオレンジ色の解析結果は「条件変更」ボタンを押して条件を変更した際に、解析の再計算対象

から除外されます。 

   

 

右クリック 
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⑤ 再解析の解除は［解析結果］のオレンジ色のセルを右クリックします。 

   

 

ポップアップリストが表示されるので、「解除」を選択してクリックします。 

 

⑥  セルが白色に戻り再解析が解除されます。 

   

 

  変位原点を再解析した際にオートスケールにて一部のグラフ線が非表示となってしまい元に戻 

  せなくなった場合は、グラフオプションにてX軸の最小値オートスケールをチェックOFFにしグ 

  ラフ線が表示される最小値を設定してください。 

解除を 

クリック 

右クリック 
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  解析結果（弾性率1(Standard)）の再解析をする場合の操作の流れを説明します。 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、[グラフウィンドウ]上で右クリックします。 

   

  ポップアップリストが表示されるので、「再解析」の「弾性率(最大傾き)」を選択してクリッ 

  クします。 

 

② 弾性率の傾斜線をクリックする。 

   

  傾斜線をクリックすると傾斜線上に点線が表示されます。 

 

右クリック 

再解析の弾性率1(Standard) 

を選択してクリック 

傾斜線をクリック 
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③ 点線をクリックしマウスドラッグにて点線を平行移動させます。 

  点線両端の四角いマークをドラッグすることにより傾きを変更することもできます。 

  

 

④ 位置が確定したら再度［グラフウィンドウ］上を右クリックする。 

  
  ポップアップリストが表示されるので、「確定」を選択してクリックします。 

右クリック 
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⑤ 再解析の結果が確定し傾斜線が移動します。 

また、再解析の結果は［解析結果］に反映されセルがオレンジ色に変化します。 

セルがオレンジ色の解析結果は「条件変更」ボタンを押して条件を変更した際に、解析の再計算対象

から除外されます。 
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  解析結果（ポアソン比）の再解析をする場合の操作の流れを説明します。 

  再解析はポアソン比の解析開始点または解析終了点を変更し再解析を行います。 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、[グラフウィンドウ]上で右クリックします。 

      

ポップアップリストが表示されるので、「再解析」の「ポアソン比」の「開始点」または「終了点」

を選択してクリックします。 

 

② マウス操作にてグラフ線上の任意のデータプロット位置を移動します。 

  再解析中は現在の解析開始点と解析終了点が表示されます。 

      

 

右クリック 

再解析のポアソン比の開始

点を選択してクリック 

解析終了点 

解析開始点 

マウス操作にて 

グラフ線上の任意の 

データプロット位置を移動 
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③ 位置が確定したら再度［グラフウィンドウ］上を右クリックします。 

      

  ポップアップリストが表示されるので、「確定」を選択してクリックします。 

 

④ 再解析の結果が確定します。 

また、再解析の結果は［解析結果］に反映されセルがオレンジ色に変化します。 

セルがオレンジ色の解析結果は「条件変更」ボタンを押して条件を変更した際に、解析の再計算対象

から除外されます。 
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２７． 生データを出力する 

生データを出力する場合の操作の流れを説明します。 

   生データの出力項目は試験条件作成画面のセンサー表示設定となります。 

   設定されたセンサーの種類と単位、表示順がファイル出力のフォーマットとなります。 

 

２７-１． 全バッチ出力 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、「ファイル」⇒「生データ出力」⇒「全バッチ出力」を選

択します。 

   

 

② 任意の保存先を指定すると試験を終了した全ての生データをCSV形式にて1つのファイル

に横並びに出力します。 

出力する生データの種別はセンサー表示で選択した種別となります。 

 

【全バッチ出力ファイルイメージ】 

 

      

クリック 
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２７-２． サブバッチ分割出力 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、「ファイル」⇒「生データ出力」⇒「サブバッチ分割出力」

を選択します。 

   

 

② 任意の保存先を指定すると試験を終了した全ての生データをCSV形式にて1つずつ個別の

ファイルに出力します。 

出力する生データの種別はセンサー表示で選択した種別となります。 

 

  【サブバッチ出力ファイルイメージ】  【ファイルイメージ】 

        

 

        

クリック 



 

 184

２７-３． 読込み用データ出力 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、「ファイル」⇒「生データ出力」⇒「読込み用データ出力」

 を選択します。 

 

 

 

② 任意の保存先を指定すると試験を終了した全ての生データをTab区切りにて1つずつ個別

のファイルに出力します。 

出力したファイルはTgAnestで読込むことができます。 

参照：『３１．読込み用生データを読込む』 

 

クリック 
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２８． 試験結果を出力する 

試験結果を出力する場合の操作の流れを説明します。 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、「ファイル」⇒「試験結果出力」⇒「解析結果」を選択し

ます。 

   

 

 

② 任意の保存先を指定すると試験を終了した全ての試験片に対する解析結果をCSV形式にて

出力します。 

【解析結果出力ファイルイメージ】 

       

 

クリック 
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２９． グラフ画像を出力する 

グラフ画像を出力する場合の操作の流れを説明します。 

 

２９-１． 解析結果なし 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、「ファイル」⇒「グラフ画像出力」⇒「グラフ１ウィンド

ウ」⇒「解析結果なし」を選択します。 

   

 

 

② 任意の保存先を指定すると［グラフ１ウィンドウ］のグラフ画像をWMF形式にてファイル

出力します。 

［グラフ２ウィンドウ］については「グラフ画像出力」⇒「グラフ２ウィンドウ」⇒「解析

結果なし」を選択してファイル出力できます。 

 

２９-２． 解析結果あり 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、「ファイル」⇒「グラフ画像出力」⇒「グラフ１ウィンド

ウ」⇒「解析結果あり」を選択します。 

   

 

 

② 任意の保存先を指定すると［グラフ１ウィンドウ］のグラフ画像と表示されているグラフの

解析結果をWMF形式にてファイル出力します。 

［グラフ２ウィンドウ］については「グラフ画像出力」⇒「グラフ２ウィンドウ」⇒「解析

結果あり」を選択してファイル出力できます。 

クリック 

クリック 
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３０． レポート印刷の内容を PDF で出力する 

レポート印刷の内容をPDFで出力する場合の操作の流れを説明します。 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、「ファイル」⇒「試験結果出力」⇒「レポート」⇒「PDFファイル

出力」を選択します。 

   

 

 

② 任意の保存先を指定すると［試験条件作成画面］で作成したレポート印刷の内容をPDF形式にてフ

ァイル出力します。 

 

 

クリック 
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３１． 読込み用生データを読込む 

読込み用生データファイルをTgAnestで読込むための操作の流れを説明します。 

※試験モードがサイクルのとき、本機能は使用できません。 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、[解析結果]の試験未実施試験片の行で、「右クリック」⇒ 

「生データ読込み」を選択します。 

 

 

 

② 任意の読込み用生データファイル（.sdf）を指定すると、［解析結果］の右クリックした試験片の行 

に読込んだ生データから算出した解析結果が出力されます。 

  読込みが完了した試験片は試験実施済みとなります。 

 

  読込み用生データファイルの出力については以下を参照してください。 

  参照：『１７-１-７．ファイル自動出力』、『２７-３．読込み用データ出力』 

※ 読込むデータは生データのみとなります。よって、解析等のあらゆる条件は読込み元の条件に依存 

します。 

 

 

 

クリック 
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３２． 旧型式生データを読込む 

旧型式（SRシリーズ）で試験して得られた生データのファイル（拡張子が.S1Tとなるファイル）を

TgAnestに読込み試験結果として追加することができます。追加した後は、TgAnestの機能を使って解

析や印刷等行うことができます。ここでは、旧型式のデータ処理ソフトが出力した生データファイルを

TgAnestで読込むための操作の流れを説明します。 

※試験モードがサイクルのとき、本機能は使用できません。 

 

① [メインウィンドウ]を表示して、[解析結果]の試験未実施試験片の行で、「右クリック」⇒ 

「旧型式生データ読込み」を選択します。 

 

 

② [読込みデータファイル選択画面]が表示されるので、“データフォーマットファイル名”から読込む 

生データファイルのフォーマットを指定します。次に、読込みたい生データファイル（.S1T）を選 

択し「読込み」ボタンを押します。 

クリック 
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 ※データフォーマットファイル名については、以下を参照してください。 

  参照：『３３．旧型式データフォーマットを作成する』 

 

③ ［解析結果］の右クリックした試験片の行に読込んだ生データから算出した解析結果が出力され 

ます。読込みが完了した試験片は試験実施済みとなります。 

 

 

※ 読込むデータは生データのみとなります。よって解析等のあらゆる条件は読込み元の条件に依存します。 

※ 型式によっては生データファイルが読み込めない場合があります。 

※ TｇAnestに旧型式の生データを読み込ませるには最低限“LOAD”と“POSITION”の生データが必

要になります。 

※ TgAnestの機能を使用するに当たり必要なデータがない場合は、その機能は正常に動作しません。 

※ 生データファイルはテキスト形式のファイルとなっています。生データファイルを開き、内容をよく確

認し、必要であれば修正してください。但し、データのフォーマットや保存形式を変更しないでくださ

い。正常に読み込めなくなります。 
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３３． 旧型式データフォーマットを作成する 

旧型式（SRシリーズ）で試験して得られた生データのファイル（拡張子が.S1Tとなるファイル）を

TgAnestで読込む際、ここで設定したフォーマットに従いデータを変換し読込みます。そのため予め読

込みたい旧型式の生データファイルのフォーマットに合わせたデータフォーマットを作成しておく必要

があります。 

ここでは、旧型式データフォーマット画面の説明と、旧型式の生データを読込むためのデータフォーマッ

トの作成方法を説明します。 

※旧型式の生データのファイル出力先は、旧型式の取扱説明書を参照してください。 

 

３３-１． データフォーマット作成手順 

①  [環境設定画面]の「データ処理ソフト設定」タブをクリックし、[データ処理ソフト設

定画面]の“旧型式データフォーマット”の「登録」ボタンをクリックします。  
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②  [旧型式データフォーマット設定画面]が表示されます。 

この画面で、読込みたい旧型式生データファイルのフォーマットに合せたフォーマット

の作成を行います。 

 

 

③ “フォーマットファイル名”を入力します。次に読込みたい旧型式生データファイルを

開き、出力情報を確認します。 

確認した情報をもとに、“読込開始行”枠と“読込み用データ種別”枠の値を設定しま

す。 

 

④ 「登録」ボタンをクリックすると、設定した内容がファイルフォーマット名でファイル

保存されます。また、ファイル保存されると、以降ファイルフォーマット名のリストに

表示されるようになります。 

 

３３-２． 画面の説明 

旧型式データフォーマット作成画面の設定項目について説明します。 
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（１） 設定内容を保存するファイル名を入力します。 

一度登録されたファイルフォーマット名は、“ファイルフォーマット名”のリストに表示さ

れるようになります。リストから登録済みのファイルフォーマット名を選択すると、設定内

容が読み込まれ各設定値に反映されます。 

また、旧型式生データ読込み時にフォーマットファイル名の選択が必須となりますので、分

かりやすい名前をつけることをお勧めします。 

  参照：『３２．旧型式生データを読込む』 

（２） 単位読込み行、生データ読込み開始行 

  読込みたい旧型式生データファイル（拡張子が.S1Tとなるファイル）を開きます。 

以下のような内容が表示されますので、“単位読込行”と“生データ読込開始行”の位置を 

確認し正確にその行数を入力します。 

※データ処理ソフトの型式によりファイルの出力内容は異なります。 

※生データ読込開始行は、生データを読込みたい行を指定するものですので、必ず生データ 

ファイル内の生データ記載行を指定する必要はありません。 

    

 

（３） 読込み用データ種別 

  読込みたい旧型式生データファイル（拡張子が.S1Tとなるファイル）を開きます。 

  各項目に該当する生データが出力されている列を設定します。 

以下の出力データを例に説明します。 

※出力内容はデータ処理ソフトの型式により異なります。               

Number Load Position ELONG POS_BACK Strain Stress Time Info
Number kN mm mm mm % kN/mm2 s Info

1 -0.00369 0 0 0 0 0.000004 0 1
2 0.00492 0.01 0.07 0.01 0 6.36E-04 0.1 1
3 0.03936 0.02 0.089 0.02 0 0.001104 0.2 1  

  

単位読込行： 

10 行目 

生データ読込開始行： 

11 行目 
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読込み用 

データ種別 

旧型式 

生データ項目 
設定列 説明 

変位 Position 3 TgAnestの変位の設定に該当する項目です。

試験力 Load 2 試験力に該当する項目です。 

時間 Time 6 経過時間に該当する項目です。 

変位計 ELONG 4 変位計に該当する項目です。 

サイクル - - サイクル回数に該当する項目です。 

ポジション POS_BACK 5 試験機のポジション値に該当する項目です。

高さ - - 高さに該当する項目です。 

変位計２ - - 使用しません。 

マーカ - - マーカの情報に該当する項目です。 

分割番号 - - 使用しません。 

外部入力１ - - 外部入力取込みで１chに該当する項目です。

外部入力２ - - 外部入力取込みで２chに該当する項目です。

外部入力３ - - 外部入力取込みで３chに該当する項目です。

外部入力４ - - 外部入力取込みで４chに該当する項目です。

外部入力５ - - 外部入力取込みで５chに該当する項目です。

外部入力６ - - 外部入力取込みで６chに該当する項目です。

外部入力平均 - - 外部入力取込みで平均に該当する項目です。

 

（４） ボタン 

  １）登録 

    設定内容を、ファイルフォーマット名をつけて保存します。 

  ２）削除 

    フォーマットファイル名に表示されている情報を削除します。 

  ３）初期化 

    設定を全て初期表示の状態にします。 

  ４）閉じる 

    設定内容を破棄してこの画面を閉じます。 
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３４． ユーザー毎の試験条件やレポートを参照する 

自分で作成した試験条件ファイルやレポートファイルのみを参照及び使用できるようにする方法を説明

します。 

 

３４-１． ユーザーID 作成手順 

① [環境設定画面]の「データ処理ソフト設定」タブをクリックし、[データ処理ソフト設定画面] 

の“ユーザー管理”の「登録」ボタンをクリックします。 
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② [ユーザー管理画面]が表示されます。 

この画面で、起動時にログインするユーザー情報の作成を行います。 

「新規登録」ボタンをクリックします。 

     

 

③  [ユーザー登録画面]が表示されます。 

“ユーザーID”“パスワード”を入力し、「登録」ボタンをクリックします。 

 

 

④ “起動時にユーザーIDとパスワードを入力”のチェックをONにします。 

起動時に[ユーザー選択画面]が表示されるようになります。 
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⑤ ソフトウェアを再起動します。 

[ユーザー選択画面]が表示されます。 

登録した“ユーザーID”と“パスワード”を入力し、「OK」ボタンをクリックしログインし 

ます。 

ログインしたユーザーが作成した試験条件とレポートファイルのみ参照できるようになります。 

      

 

３４-２． ユーザー管理画面の説明 

ユーザー管理画面の設定項目について説明します。 

     

 

（１） ユーザー管理一覧 

登録されているユーザー情報が一覧に表示されます。 

（２） 起動時にユーザーIDとパスワードを入力 

起動時にユーザー選択画面が表示されます。 

チェックをONにすると有効となります。 

（３） 試験条件、レポート一覧画面でユーザーIDが空欄のファイルを表示する 

ログインユーザー以外の共通ユーザーで作成した試験条件ファイルまたはレポートファイル 

が試験条件一覧画面とレポート一覧画面で表示されます。 

チェックをONにすると有効となります。 
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（４） ボタン 

１） 新規登録 

ユーザー登録画面が表示されます。 

ユーザー情報を新規に登録します。 

２） 編集 

ユーザー登録画面が表示されます。 

ユーザー管理一覧で選択したユーザー情報を編集します。 

３） 削除 

ユーザー管理一覧で選択したユーザー情報を削除します。 

４） ファイル情報変更 

ファイル情報変更画面が表示されます。 

試験条件ファイル、レポートファイル毎に付与されたファイル情報を変更します。 

他ユーザーが作成した試験条件ファイル、レポートファイルを使用できるようにします。 

参照：『３４-３．ファイル情報変更画面の説明』 

５） 閉じる 

この画面を閉じます。 
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３４-３． ファイル情報変更画面の説明 

  ファイル情報変更画面の設定項目について説明します。 

       

 

（１） 表示対象 

一覧に表示する表示対象を設定します。 

表示対象 説明 

試験条件ファイル 一覧に試験条件ファイルが表示されます。 

レポートファイル 一覧にレポートファイルが表示されます。 

（２） 一覧 

選択したフォルダにある試験条件ファイル名またはレポートファイル名、ファイル毎のユー 

ザーIDが表示されます。 

（３） 変更対象 

ユーザーIDを変更する変更対象を設定します。 

変更対象 説明 

全ファイル 一覧に表示されている全ファイルを変更対象とします。 

指定ファイル 一覧で選択した1つのファイルを変更対象とします。 

（４） 変更前ユーザーID 

変更前のユーザーIDを設定します。 

（５） 検索 

変更前のユーザーIDに設定されているユーザーIDのファイルのみ一覧表示に表示します。 

（６） 変更後ユーザーID 

変更後のユーザーIDを設定します。 



 

 200

（７） ボタン 

１） ファイルコピー 

        一覧で選択したファイルを別名保存します。 

２） 変更 

一覧に表示されているファイルについて変更対象の設定に応じたファイル内のユーザー 

ID情報を変更します。 

３） 閉じる 

この画面を閉じます。 
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３５． 解析結果の累積を出力する 

試験終了時に累積ファイルへ解析結果を追記し、解析結果を累積データとしてファイルへ出力することが

できます。累積ファイルへ出力される解析結果は、試験条件に設定されている解析項目となります。 

 

【累積ファイル出力イメージ】 

 

 

 

 

項目 説明 

ヘッダー 試験条件で設定した解析項目です。 

解析項目設定内容 
試験条件で設定した解析項目の解析項目名、解析項目、解析項目種別、

解析項目単位です。 

解析結果 試験条件で設定した解析項目の解析結果です。 

 

 

 

ヘッダー 

解析結果 

解析項目設定内容
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３５-１． 出力先設定手順 

① [試験条件作成画面]の「システム」をクリックし、「ファイル自動出力」⇒「累積」の設定を 

します。 

参照：『１７-１-８．出力情報設定画面』 

      

 

② 試験終了時に任意の保存先へ、実施した試験の解析結果がCSV形式にて累積ファイルへ出力さ 

れます。 
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３５-２． 出力パターン 

（１） 累積ファイルが出力されていない場合 

試験条件に設定されている出力先へ試験終了時に累積ファイルが出力されます。 

試験条件に設定されている解析項目設定内容と解析結果が累積ファイルへ出力されます。 

 

 

（２） 累積ファイルが出力されている場合 

試験条件に設定されている解析項目設定内容と一致する解析項目設定内容が累積ファイルにあれ 

ば、解析結果が最終行に追記されます。 

 

 

一致する解析項目設定内容が累積ファイルにない解析項目は、右端に追加し出力されます。 

 

 

一致する解析項目設定内容が試験条件にない解析項目は、解析結果が空欄となります。 

     

 

空欄 

例） 

3 本目から 

解析項目に 

破断点を追加 

して試験を実施

した場合 

例） 

4 本目に 

解析項目から 

最大点を削除 

して試験を実施

した場合 

追加 
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累積データが10 000を越えた場合、新たに別ファイルが作成され試験条件に設定されている解 

析項目内容と解析結果が出力されます。 

“上書き”設定の場合は、別ファイルは作成されずにファイル内をクリアし、1データ目から出力さ 

れます。 

参照：『17-1-8．出力情報設定画面』 

     

 

合否判定の書式が“*で表記”設定の場合は、解析項目毎に設定した合否判定に対して解析結果が範 

囲外の場合、解析結果の右側に（*）が表示されます。 

参照：『17-1-8．出力情報設定画面』 
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３６． カメラ伸び計画面について 

３６-１． 計測画面 

          

（１） メニュー 

カメラ伸び計の設定値の変更や校正を行います。 

メニュー項目 説明 

設定 

カメラ設定 カメラの明るさなどの設定する画面を表示します。 

キャリブレーション カメラ伸び計の距離を校正します。 

フォーカス制御 カメラのピントとフォーカスのレベルを表示します。

全画面表示 カメラ伸び計の表示を全画面表示します。 

画像保存 現在表示しているカメラの画像を保存します。 

 

メニュー 

カメラ画像 

カメラ伸び計

測定値 
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（２） カメラ画像 

カメラから取得した画像を表示します。 

赤線がマーカの位置です。緑線は計測範囲です。 

緑線の位置はチャック間とカメラ設定画面のYオフセットで設定します。 

  参照：『３６-2．カメラ設定画面』 

 

（３） 標線レベル 

カメラから取り込んだ画像の明暗レベルを表示します。 

マーカのポイントが他のポイントとの差がくっきりする様にLEDの光やゲインを調整して

ください。※ゲインについては、メニュー項目のカメラ設定でできます。 

 

（４） カメラ伸び計測定値 

カメラ伸び計が取込んだ値を表示します。 

試験モード 説明 

マーカ色 標線を特定するマーカの色を表示します。 

標線1(mm) 最初に取得したマーカの座標を表示します。 

標線2(mm) 2番目に取得したマーカの座標を表示します。 

距離(mm) 標線1と標線2の間隔を表示します。 

Ext(mm) チャック間距離の移動量を表示します。 
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３６-２． カメラ設定画面 

      

 

（１） ゲイン、シャッター速度 

カメラ画像の明るさの調整とカメラ画像の取得速度を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲイン、 

シャッター速度 
説明 

ゲイン 
カメラ画像を取得する際の明るさを調整します。 

設定範囲：0～255 

デジタルゲイン 

カメラ画像を取得した後に画像の明るさを調整

します。 

設定範囲：64～255 

シャッター速度 
カメラ画像を取得する速度を設定します。 

設定範囲：1/50～1/500 
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（２） 画像取込範囲 

カメラ画像の位置と大きさを設定します。 

Ｘオフセットと画像幅は試験片の右端と左端がくっきり表示される様に設定してください。 

Yオフセットは標線１がクロスヘッドから遠い位置のマーカを検出できるように設定してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

（３） 測定条件 

  カメラ伸び計で測定する際の条件を設定します。 

  測定条件は試験条件で設定した値を自動で設定します。 

 

 

 

画像取込範囲 説明 

Xオフセット 横方向のカメラ画像を取込む位置を設定します。 

画像幅 カメラ画像を取込む大きさを設定します。 

Yオフセット 縦方向のカメラ画像を取込む位置を設定します。 

測定条件 説明 

言語 カメラ伸び計の表示言語を設定します。 

試験方向 
UpStartはカメラ画像の上からマーカを検索します。 

DownStartはカメラ画像の下からマーカを検索します。 

マーカタイプ 試験片についたマーカの種類を設定します。 

マーカ色 試験片についたマーカの色を設定します。 

フォーム位置 カメラ伸び計画面の表示位置を設定します。 

チャック間距離(mm) 試験開始時のチャック間距離を設定します。 

初期標線間距離(mm) 試験開始時の標線間距離を設定します。 

マーカ幅(mm) 試験片につけたマーカの幅を設定します。 

マーカ高さ(mm) 試験片につけたマーカの高さを設定します。 

試料幅(mm) 試験片につけたマーカ位置の幅を設定します。 

試料高さ(mm) 試験片につけたマーカ位置の高さを設定します。 

自動ゲイン設定 自動でカメラ画像の明るさを設定します。 

試料厚み補正 

試験片の厚みによる伸び量を補正します。 

※補正機能を使用する場合は必ず現在使用しているカメラの焦

点距離を設定してください。 
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３６-３． キャリブレーション画面 

    カメラ伸び計を校正するために使用します。 

    校正の方法については、下記を参照してください。 

    参照：『３６-6．カメラ伸び計の校正について』 

   

 

 

  

 

設定値 説明 

標線間隔(mm) キャリブレーションバーの標線の間隔を設定します。 

キャリブレーションバーの 

厚み(mm) 
キャリブレーションバーの厚みを設定します。 
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３６-４． フォーカス制御画面 

    カメラ伸び計のフォーカスレベルを表示します。 

    フォーカスレベルが高いほど、標線を正確に取得することができます。 
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３６-５． 全画面表示 

    カメラ伸び計が取得している全範囲の画像を表示します。 

     

 

メニュー項目 説明 

seting 
Grid Line 画面全体にグリッドラインを表示します。 

Cross Cursor X軸とY軸の交点の座標を表示します。 

Image 

Save 

Jpeg File 現在の表示をJpeg形式でファイルを保存します。 

BitMap File 現在の表示をBitMap形式でファイルを保存します。
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３６-６． カメラ伸び計の校正について 

    校正とは、カメラ伸び計で計測する際の基準値を取得することです。 

    カメラと試験片の間に恒温槽や透明なケースなどの遮蔽物がある場合は 

    必ず遮蔽物を置いた状態で校正を行ってください。 

 

    校生手順は下記の通りです。 

     手順① パソコンに試験機とカメラ伸び計を接続し、TgAnestを起動してください。 

     手順② 新規条件作成ボタンをクリックしてください。 

     手順③ 試験条件のセンサー画面から変位計種別をカメラ伸び計に設定してください。 

      ※既にカメラ伸び計を使用した試験条件ファイルがある場合、そちらをご使用頂い

       ても構いません。 

     手順④ 条件保存ボタンをクリックし、メインウィンドウ（試験画面）を表示してください。 

     手順⑤ カメラ伸び計のウィンドウが表示されることを確認してください。 

     手順⑥ カメラ伸び計のウィンドウから【全画面表示】をクリックしてください。 

大きなウィンドウが表示されます。 
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 手順⑦ 画面にグリッドが表示されていない場合は、画面左上のメニューから 

【Setings】→【Grid Line】をクリックしてグリッドを表示させてください。           

 

 

 手順⑧  キャリブレーションバーを試験機に取り付けてください。 

※キャリブレーションバーの白い線が6 本以上表示されていることを確認してください。 

  ※カメラ画像に表示されたキャリブレーションバーがまっすぐになる様にしてください。 

（下記画像参照） 
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 手順⑨  全画面表示を終了し、カメラ伸び計のウィンドウから【設定】→【カメラ設定】をクリック 

してください。 

  LED ライトとゲイン、デジタルゲインを調整し、標線レベルを下記画像と同じ様にしてく 

ださい。 

標線レベルが同じ様になりましたら、【保存終了】ボタンをクリックしてください。 

 

      

 

クリック 
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 手順⑩ カメラ伸び計のウィンドウから【設定】→【キャリブレーション】をクリックしてください。 

 

  

 

 

クリック
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 手順⑪ キャリブレーションメニューの「実行」ボタンをクリックしてください。 

     標線間隔を「10」に設定し、「実行」ボタンをクリックしてください。 

     確認メッセージが表示されたら「はい」をクリックしてキャリブレーションデータを保存し 

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上で、カメラ伸び計の校正は完了です。 

 

 

標線間隔：10 

キャリブレーションバー厚み：３

クリック 

クリック 
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３７． センサー種別毎の設定単位一覧 

センサー種別毎の設定単位は以下の通りです。 

種別 単位 

試験力 
ｍN、cN、N、kN、 

ｇｆ、ｋｇｆ、ｔｆ 

単位試験力 試験力／ｍｍ、試験力／ｃｍ 

応力 

試験片形状が糸以外の場合 

試験力／ｍｍ２、試験力／ｃｍ２、試験力／ｍ２、 

Ｐａ、ｋＰａ、ＭＰａ、ＧＰａ 

試験片形状が糸の場合 

mN/tex、cN/tex、N/tex、kN/tex、 

mN/dtex、cN/dtex、N/dtex、kN/dtex、 

gf/d、kgf/d、tf/d 

ポジション ｍｍ、ｃｍ 

ポジション（ひずみ） ％、μｓｔ 

変位 ｍｍ、ｃｍ 

変位（ひずみ） ％、μｓｔ 

変位計 ｍｍ、ｃｍ 

変位計（ひずみ） ％、μｓｔ 

変位計 ｍｍ、ｃｍ 

時間 ｍｓｅｃ、ｓｅｃ、min 

高さ ｍｍ、ｃｍ 

サイクル回数 回 

外部入力１～６ 

外部入力平均 
設定単位 

外部入力１～６（ひずみ） 

外部入力平均（ひずみ） 
％、μｓｔ 

前エリアの終了点変位 ｍｍ、ｃｍ 

 

試験種類に“ピール”、“たわみ補正”を選択しているときは「ひずみ」と「応力」は選択できません。 

 

MAX/MINの設定値について、ロードセルのフルスケールに依存した設定がなされるため、最小桁の 

数値が本体設定に反映されない場合があります。 

例）ロードセル容量：50 kN、MIN値：0.001 kN 

  →試験機でMAX/MINに設定可能な桁数は0.01 kNの桁までのため、設定は0.00 kNとなります。 
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３８． 試験機型式毎に異なる設定範囲一覧 

３８-１． 速度 

速度の設定範囲は以下の通りです。 

試験機型式 試験機の容量 

速度パターン１ 

試験速度 

（mm/min） 

速度パターン２ 

速度リミット 

（mm/min） 

速度パターン３ 

RAPID 速度 

（mm/min） 

TG、 

TGJ 

500kN以上 0.005 ～ 250.0 0.1 ～ 250.0 1 ～ 250.0

20kN以上 

500kN未満 
0.005 ～ 500.0 0.1 ～ 500.0 1 ～ 500.0

20kN未満 0.005 ～ 1 000.0 0.1 ～ 1 000.0 1 ～ 1 000.0

TGE 全容量 0.1 ～ 500.0 0.1 ～ 500.0 0.1 ～ 550.0

TGI 

500kN以上 0.000 5 ～ 250.0 0.1 ～ 250.0 0.1 ～ 375.0

50kN以上 

500kN未満 
0.000 5 ～ 500.0 0.1 ～ 500.0 0.1 ～ 750.0

50kN未満 0.000 5 ～ 1 000.0 0.1 ～ 1 000.0 0.1 ～ 1 500.0

 

３８-２． サンプリング 

サンプリングの設定範囲は以下の通りです。        

種別 試験機型式 設定範囲 

時間 

TG 50msec ～ 36 000sec(10 時間) 

TGJ 10msec ～ 36 000sec(10 時間) 

TGE、TGI 

USB 通信の場合： 

30msec ～ 36 000sec(10 時間) 

RS-232C 通信の場合： 

10msec ～ 36 000sec(10 時間)  

変位 
TG、TGJ、TGE 0.01mm ～ 1 000mm 

TGI 0.001mm ～ 1 000mm 
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３８-３． サイクル回数 

サイクル回数の設定範囲は以下の通りです。        

試験機型式 設定範囲 

TG、TGJ １回 ～ 9 999回 

試験機本体の設定よって上限が999 回となります。 

TGE、TGI １回 ～ 10 000回 

        

３８-４． MAX、MIN 点一時停止時間 

MAX、MIN点一時停止時間の設定範囲は以下の通りです。        

試験機型式 設定範囲 

TG 0sec、5sec ～ 500sec 

TGJ 0sec ～ 999sec 

TGE、TGI 0sec ～ 43 200sec 

 

３８-５． ボーレート 

ボーレートの設定範囲は以下の通りです。        

試験機型式 設定範囲 

TG 9600 bps、38400 bps 

TGJ 9600 bps、38400 bps、125000 bps 

TGE、TGI 115200 bps 

 

３８-６． レンジ 

レンジの設定範囲は以下の通りです。 

試験機型式 ロードセルの容量 レンジ 

TG、 

TGJ 

50N 以上 1、2、5、10、20、50、100 

20N 以下 1、2、5、10、20 

TGE 
100N以上 AUTO、100 

50N 以下 AUTO 

TGI 全容量 AUTO、100 
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３９． 困ったとき！？ 

意図した動作をしないなど、使用上お困りの点がありましたら、まず次の内容をご確認ください。 

内容に従って再度点検されても改善されない場合は、当社営業所または代理店にご連絡ください。 

 

３９-１． 基本編 

事象 ここを確認してください 参照項 

ソフトウェアが正常に動
作しない 

ソフトウェア初回起動時に、“管理者として実行”を行いま
したか？ 

インストー
ルマニュア

ル 

使用環境は動作対象範囲で使用していますか？ 5 

.NET Framework 4.6 がお使いのPC にインストールさ
れていますか？ 

※Windows の標準機能である「プログラムのアンインス
トール」の画面からも.NET Framework 4.6 がインスト
ールされているか確認できます。その他確認方法は、お客
さまにてお調べください。 

インストー
ルマニュア

ル 

別のPC でも同じ症状ですか？ 

別のPC にインストールし同じ症状が発生するかご確認く
ださい。 

— 

試験機と通信がつながら
ない 

試験機本体の電源は入っていますか？ — 

RS-232C ケーブルまたは、USB ケーブルは接続されて
いますか？ 

— 

通信ケーブルは、試験機に適合した RS-232C ケーブル
を使用していますか？ 

・TG、TGJ 型試験機 ：クロスケーブル 

・TGE、TGI型試験機 ：ストレートケーブル 

— 

USB ドライバーはインストールされていますか？ 

※ドライバーのバージョン・型式も間違いがないかご確認
ください。 

インストー
ルマニュア

ル 

接続している試験機はあっていますか？ 8-1-1 

オフラインモードになっていませんか？ ７ 

試験機本体のROM バージョンはTgAnestに対応したバ
ージョンになっていますか？ 

・TG 型試験機：Ver.5.000 以降 

・TGE 型試験機：Ver.2.500 以降 

・TGI型試験機： Ver.1.000 以降 

・TGJ 型試験機： Ver.1.000 以降 

— 

別のPC でも同じ症状ですか？ 

別のPC にインストールし同じ症状が発生するかご確認く
ださい。 

— 

USB 変換アダプタは以下の製品をご利用ですか？ 

アイ・オー・データ社製USB-RSAQ*R 
— 
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３９-２． 試験、レポート編 

事象 ここを確認してください 参照項 

試験が意図しない位置で
終了する 

試験機本体の“破断検出”機能により終了した可能性があ
ります。[試験条件]の[試験制御画面]にある“破断検出”
設定を確認してください。 

17-3-７ 

（１） 

試験片が破断しても試験
機が停止、または反転しな
い 

[試験条件]の[制御画面]にある“破断検出動作”の設定を
確認してください。 

“OFF”になっている場合は、破断検出機能が効きません。 

17-3-７ 

（１） 

[試験条件]の[制御画面]にある“破断検出”の“感度”、“レ
ベル”、“レベル％PEAK”のON/OFF および設定値を確
認してください。設定がON になっていても設定値が大き

過ぎたり、小さ過ぎると期待した動作をしない場合があり
ます。 

17-3-７ 

（１） 

試験終了点で設定したポ
ジション値で停止、または

反転しない 

制御開始点を確認してください。 

設定が“試験開始点”の場合は、設定したポジション値で
停止、または反転します。 

“試験開始点”以外の場合は、制御開始点で設定した試験
力に到達した位置から試験終了点で設定したポジション値
まで動作します。 

— 

試験モードが“シングル”
のとき、エリアの切替えが
期待したところで切り替

わらない 

切替え点が“目標値”の場合： 

エリア開始時のセンサー値からの変化量を設定します。 

設定に誤りがないか確認してください。 

例）エリア1 の切替え点：１００N、エリア２の切替え点：
200N とした場合、エリア 1 からエリア２へは、試験力
が100N 到達で切り替わります。 

エリア２からエリア３へは、試験力が 300N 到達で切り
替わります。 

17-3-1 

（５） 

切替え点が“目標値”以外の場合： 

設定した解析項目の条件や設定値が適切か確認してくださ
い。 

17-3-1 

（５） 

“制御開始点”で設定した値に到達していない可能性があ
ります。“制御開始点”の設定を確認してください。 

17-3-1 

（２） 

試験モードが“コントロー
ル”のとき、エリアの切替

えが期待したところで切
り替わらない 

試験モード“シングル”の切替え点のようにエリア開始時
のセンサー値からの変化量ではありません。 

設定した条件を満たす、または現在のセンサー値が設定値
に到達した場合にエリアを切り替えます。 

例）エリア1 の切替え点：１００N、エリア２の切替え点：
200N とした場合、エリア 1 からエリア２へは、試験力
が100N 到達で切り替わります。 

エリア２からエリア３へは、試験力が２00N 到達で切り
替わります。 

17-5 

“制御開始点”で設定した値に到達していない可能性があ
ります。“制御開始点”の設定を確認してください。 

17-5 

（５） 
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事象 ここを確認してください 参照項 

高速サンプリングでデー
タが取得できない 

TG 型試験機： 

高速サンプリング機能付き試験機以外では使用できませ
ん。 

TGE、TGI 型試験機： 

RS-232C ポート付きの試験機以外では使用できません。 

— 

生データに出力したいデ
ータが出力されない 

生データ出力は、[試験条件]の[センサー画面]にある“セ

ンサー表示設定”で設定した内容が生データとして出力さ

れます。 

17-2-５ 

試験結果を保存せずに[メ
インウィンドウ]を閉じて
しまった 

[メニュー画面] の「レポート」ボタンをクリック ⇒ 

[レポート一覧画面]の「バックアップ表示」をクリックし

ます。直前までメインウィンドウに表示していた内容を開

くことができますので、その画面で試験結果を保存してく

ださい。 

2４ 

サイクル試験で推移グラ
フを表示したが、波形が描
画されない 

[試験条件]の[解析項目画面]で設定した解析項目で“情報

点”にチェックを入れた項目が推移グラフに描画されます。 
17-7-2 

外部入力のデータが取り
込めない 

[試験条件]の[センサー画面]で設定している外部入力の各

種設定が適切か確認してください。 
17-2-５ 

外部入力の接続している番号と[試験条件]の[センサー画

面]で設定している外部入力の有効設定の番号が一致して

いるか確認してください。 

17-2-５ 

PCに搭載しているPCI Expressボードが適切に差し込ま

れているか確認してください。 
— 

使用しているPCI Expressのデバイス名とTgAnestの[環

境設定画面]の「オプション品設定」タブ画面で設定するデ

バイス名が一致しているか確認してください。 

デバイス名の確認は、PCI Expressボードの取扱説明書を

参照してください。 

8-2-4 

外部入力値の振れが大き
い 

[環境設定画面]の「オプション品設定」の“フィルタ設定

値”の値を大きくしてください。但し、大きくすると応答

性が悪くなります。 

8-2-4 
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事象 ここを確認してください 参照項 

ポアソン比の再解析がで
きない 

[試験条件]の[グラフ]で設定しているX軸の外部入力（グラ

フ）が1つのみ設定されているか確認してください。 

解析項目設定画面で設定しているポアソン比の設定の縦ひ

ずみまたは横ひずみが、[試験条件]の[グラフ]で設定して

いるX軸の外部入力（グラフ）と同じであるか確認してく

ださい。 

２６ 

弾性率の情報線がグラフ
に描画されない 

解析項目設定画面の情報点設定にチェックを入れてくださ

い。 
解析項目 

リファレン
スマニュア

ル 

解析結果が求まっていない場合、情報線は描画されません。 

グラフ軸の設定が、X軸が変位または変位の設定と同じ項

目であり、かつY軸が試験力または応力の設定である場合

に表示します。 

試験片のゆるみを考慮し
てひずみを算出したい 

＜引張の場合＞ 

[試験条件作成画面]にて試験片寸法のチャック間距離（初

期試料長）を入力し、ゆるみ補正をONにして試験を実施

してください。 

例）チャック間距離が 100ｍｍでゆるみ値が２にて１０

ｍｍ変位した場合のひずみは、 

ゆるみ補正OFF 

（１０／１００）×１００＝１０％ 

ゆるみ補正ON 

（１０／（１００＋２））×１００＝９.８％ 

 

＜圧縮の場合＞ 

[試験条件作成画面]にて試験片寸法の高さに圧縮板間距離

を入力し、ゆるみ補正をONにして試験を実施してくださ

い。 

例）高さ（圧縮板間距離）が 100ｍｍで試験力がかかる

までの移動量が５にて１０ｍｍ変位した場合のひずみは、 

ゆるみ補正OFF 

（１０／１００）×１００＝１０％ 

ゆるみ補正ON 

（１０／（１００－５））×１００＝９.５％ 

17-6-6 

ユニークな試験片寸法名
を設定したい 

[試験片]の「定数使用」チェックをONにしてください。 

[解析項目]の「試験片」ボタンをクリックしてから、解析

項目で定数1を選択し、解析項目名にユニークな名称を入

力し「OK」ボタンをクリックしてください。 

17-6-１6
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事象 ここを確認してください 参照項 

引張側のたわみが補正さ
れない。 

引張側のたわみ量と圧縮側のたわみ量が異なっていません

か？ 

引張側のたわみ補正は圧縮側のたわみ補正式を使用してい
ます。 

２０-１ 

 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※記載されている内容は、改良のため予告なく変更することがあります。 

 

 

本社 〒389-0293 長野県北佐久郡御代田町大字御代田 4106-73 ☎0267-32-2200 FAX 0267-31-1350 

センシングデバイスセールス 
東京事務所 〒105-8317 東京都港区東新橋 1-9-3 ☎03-6758-6748 FAX 03-6758-6760 

名古屋事務所 〒460-0003 名古屋市中区錦 1-6-5 (名古屋錦シティビル 4F) ☎052-231-1181 FAX 052-231-1157 

大阪事務所 〒532-0003 大阪市淀川区宮原 4-2-10 PMO EX新大阪 10F(総合受付) ☎06-6150-1242 FAX 06-6152-7501 

センシングデバイス事業部 
藤沢工場 〒251-8531 神奈川県藤沢市片瀬 1-1-1 ☎0466-22-7151 FAX 0466-22-1701 

軽井沢工場 〒389-0293 長野県北佐久郡御代田町大字御代田 4106-73 ☎0267-31-1309 FAX 0267-31-1353 

 

ホームページアドレス    https://product.minebeamitsumi.com/product/category/mcd/ 




